
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
を
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
野
田
市
は
、
合
併
を
機
に
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
新
市
建
設
計
画

を
作
成
し
、
快
適
で
住
み
や
す
い
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
後
も
、
歴
史
や
自
然
、
文
化
や
伝
統
と
調
和
し
た
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る「
ふ
る
さ
と
野
田
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　【発行：千葉県野田市役所】〒２７８－８５５０　千葉県野田市鶴奉7番地の1 ☎◯０４  ７１２５－１１１１（代表）
　ホームページ：http://www.city.noda.chiba.jp
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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
行
財
政
基
盤
を
強
化
し
、
総
合
的
な
行
政
能
力

の
向
上
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、
野
田
市
と
関
宿
町
が
合
併
し
て
、
６
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
合
併
以
降
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
理
解
に
よ
り
、
新
市
建
設
計
画
（
野
田
市
総

合
計
画
）
を
順
調
に
進
め
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
　
年
度
は
、
梅
郷
東
駅
前
線
・
東
口
駅
前
広
場

20
の
開
設
、
日
曜
日
の
市
民
課
窓
口
開
設
、
応
急
の

浸
水
対
策
、
農
産
物
直
売
所
開
設
、
も
み
殻
粉
砕

施
設
の
設
置
、
春
風
館
道
場
の
整
備
、
木
間
ケ
瀬

中
学
校
の
校
庭
拡
張
、
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業

の
拡
充
な
ど
を
進
め
、
合
併
し
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
ふ
る
さ
と
野
田
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
２
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
「
持
続
可
能
な
農
業
施
策
の

確
立
と
食
の
安
全
確
保
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
秋
か
ら
、
減
農
薬
、
有
機
肥
料
に
よ
る
野
菜
作

り
を
進
め
る
た
め
、
も
み
殻
牛
糞
堆
肥
の
生
産
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
柳
耕
地
で
水
稲
の
黒
酢
農
法
に
よ

る
試
験
栽
培
を
実
施
し
、
病
害
虫
の
発
生
状
況
や

収
穫
量
が
、
農
薬
の
空
中
散
布
を
行
っ
た
場
合
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と

か
ら
、
来
年
度
よ
り
補
助
の
対
象
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
中
心
市
街
地
活
性
化
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
１
月
　
日
に
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ

15

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
主
体
と
な
り
、
基
本
計
画
に
盛

り
込
む
べ
き
必
須
５
事
業
に
関
し
て
、
関
係
者
と

協
議
、
調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
そ
の

素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ま
ち
づ

く
り
会
社
へ
の
出
資
を
含
め
て
、
地
元
の
皆
様
と

の
協
議
・
調
整
を
図
り
、
こ
れ
ら
が
整
い
次
第
、

市
の
出
資
金
は
、
来
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
市
民
本
位
の
新
野
田
市
の
創
造
を
目
指

し
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
地
方
自
治
功
労
》

江
村
　
祐
三
氏（
　
）市
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

68

鈴
木
　
將
之
氏（
　
）市
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

68

齊
藤
　
登
美
生
氏（
　
）市
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

69

勝
田
　
武
彦
氏（
　
）選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

72

発
展
に
尽
力

鈴
木
　
巖
氏（
　
）自
治
会
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

74

《
消
防
功
労
》

井
上
　
正
雄
氏（
　
）野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力

71

原
田
　
貞
男
氏（
　
）野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力

80

田
中
　
五
郎
氏（
　
）野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力

77

《
教
育
文
化
功
労
》

茂
木
　
七
郎
治
氏（
　
）教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

71

勝
田
　
仁
氏（
　
）小
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

70

堀
越
　
信
子
氏（
　
）小
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

70

小
林
　
フ
ジ
氏（
　
）野
田
地
方
文
化
団
体
協
議
会
の
発
足
並
び
に
顔
書
会
会
長
等

84

と
し
て
書
道
の
普
及
と
後
輩
の
指
導
に
尽
力

中
村
　

氏（
　
）バ
ッ
パ
カ
獅
子
舞
保
存
会
会
長
並
び
に
野
田
市
民
俗
芸
能
連

78

絡
協
議
会
副
会
長
等
と
し
て
郷
土
芸
能
の
保
存
、後
継
者
の
育
成
に
尽
力

茂
木
　
守
之
介
氏（
　
）多
年
に
わ
た
り
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
活
性
化
、発
展

76

を
通
じ
て
、青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力

染
谷
　
知
孝
氏（
　
）子
ど
も
会
へ
の
積
極
的
か
つ
熱
心
な
取
組
み
や
地
域
の
様
々

20

な
交
流
活
動
を
通
し
て
世
代
間
の
交
流
に
も
寄
与
す
る
等
青
少
年
の
善
き
指
導
者

と
な
っ
て
い
る

市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

　
個
人
・
団
体
に
表
彰
状
と
感
謝
状

「
第
　
回
野
田
市
表
彰
式
」
を
１
月
５
日
鉦
、文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。
地

37

方
自
治
や
消
防
な
ど
の
各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
個
人
に
表
彰

状
を
、
ま
た
、
公
共
の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
・
団
体
に
感

謝
状
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り
し
ま
す
。（
順
不
同
）

許

新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き

　
市
民
本
位
の
安
　
全

安
心
な
 
ま
ち
づ
く
り
を

　
野
田
市
長

　
　
　
　
根
　
本
　
　
崇
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野田市表彰



距

《
保
健
衛
生
功
労
》

谷
口
　
壽
雄
氏（
　
）学
校
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進

70

に
尽
力

山
﨑
　
震
一
氏（
　
）学
校
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進

70

に
尽
力

秋
山
　
清
氏（
　
）学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増

70

進
に
尽
力

島
田
　
祥
子
氏（
　
）学
校
薬
剤
師
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
康
保
持

70

増
進
に
尽
力

《
産
業
功
労
》

岡
　
一
男
氏（
　
）農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
農
地
行
政
の
推
進

76

等
に
尽
力

《
環
境
衛
生
功
労
》

西
村
　
允
志
氏（
　
）衛
生
区
長
、廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

68

環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

《
交
通
安
全
功
労
》

井
　
榮
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・
安

68

全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

井
坂
　
德
太
郎
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防

68

止
・
安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

《
ス
ポ
ー
ツ
功
労
》

中
野
　
元
市
氏（
　
）野
田
市
少
年
野
球
連
盟
理
事
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
ス

69

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

池
ノ
谷
　
俊
夫
氏（
　
）2
0
0
8
年
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
車
い
す
テ
ニ
ス
競

36

技
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場

 《
感
謝
状
》　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
　
国
子
氏

野
田
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
様

野
田
市
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
ぱ
り
お
保
護
者
会
様
　

音
頭
金
属
株
式
会
社
様

野
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

野
田
市
消
防
防
災
協
会
様
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

新
春
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
温
故
知
新
に
倣
い
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

原
油
価
格
の
高
騰
に
始
ま
る
生
活
必
需
品
な
ど
の

値
上
が
り
、米
国
に
端
を
発
し
た
金
融
危
機
と
世
界

経
済
の
混
乱
、
景
気
減
退
、ま
た
、
国
内
政
治
に
目

を
向
け
ま
す
と
麻
生
内
閣
も
与
野
党
逆
転
の
ね
じ

れ
か
ら
、難
し
い
政
治
局
面
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
社
会
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
食
品
の
偽

装
表
示
問
題
な
ど
、
食
の
安
全
や
健
康
が
根
底
か

ら
脅
か
さ
れ
る
大
き
な
社
会
問
題
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
環
境
面
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
で
集
中
豪
雨
が
頻
発
化
し
、
本
市
各
所
で

も
記
録
的
豪
雨
で
浸
水
被
害
が
続
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
国
内
外
の
政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢

が
実
に
激
し
く
揺
れ
動
き
、市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

に
も
厳
し
い
影
響
が
現
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
行
政
は
、
合
併
を
機
に
掲

げ
た
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
く
合
併
関
連
事
業
の

実
行
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、行
政
改
革
を
基
本
に

捉
え
て
、地
域
実
情
に
即
し
真
に
必
要
と
す
る
施
策

実
行
の
見
地
で
少
子
高
齢
化
対
策
・
健
康
づ
く
り
な

ど
の
福
祉
施
策
、
生
活
基
盤
、
防
犯
・
防
災
対
策
、

教
育
の
充
実
、活
力
あ
る
産
業
基
盤
づ
く
り
な
ど
、

長
期
展
望
に
立
ち
整
備
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
に

よ
る
財
源
不
足
な
ど
、
地
方
財
政
は
逼
迫
す
る
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
地
域
を
守
り
発
展
さ
せ
る
地
方
分
権
の
時
代
に

あ
っ
て
、
議
決
機
関
で
あ
る
地
方
議
会
の
果
た
す

役
割
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え
て
お
り
、
市
民
の

皆
様
の
目
線
に
立
っ
た
施
策
・
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。「
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を

実
感
し
、安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
ま
ち
」

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
市
当
局
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
て
努
力
を
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、こ
の
一
年
が
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を

　
　
実
感
で
き
る
安
心
な
ま
ち
を

　
野
田
市
議
会
議
長

　
　
　
　
藤
　
井
　
　
正



か
ら
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
北
側
約
1
・
1
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
区
域
は
、
愛
宕
駅
東
第
一

土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
市
が
雨
水
幹
線
を
ボ

　
次
に
、
西
地
区
は
、
平
成
　
年
度
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か
ら
、
西
駅
前
線
の
新
設
や
県
道
結

城
野
田
線
の
拡
幅
、
西
光
院
墓
地
脇

の
歩
行
者
専
用
道
路
の
拡
幅
、
西
駅

前
線
か
ら
以
北
に
向
か
う
区
画
道
路

の
新
設
な
ど
、
土
地
開
発
公
社
に
よ

る
市
道
の
新
設
と
拡
幅
や
、
県
道
結

城
野
田
線
か
ら
進
入
す
る
市
道
の
拡

幅
を
実
施
中
で
す
。

　
西
駅
前
線
の
新
設
整
備
に
係
る
用

鋸

　
本
年
度
の
事
業
方
針
と
し
て
申
し

上
げ
ま
し
た
事
項
の
進
捗
状
況
を
、

政
策
の
柱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

　
基
本
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
必
須

５
事
業
に
関
し
て
、
素
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
各
項
目
ご
と
に
概

要
を
報
告
し
ま
す
。

　
ま
ず
、１
番
目
の「
市
街
地
の
整
備

改
善
の
た
め
の
事
業
」は
、愛
宕
駅
周

辺
地
区
を
東
武
野
田
線
と
県
道
つ
く

ば
野
田
線
に
よ
り
、
東
・
西
・
南
の
３

地
区
に
分
割
し
た
上
で
、
地
区
ご
と

の
事
業
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
東
地
区
は
、「
東
口
駅
前
広

場
」と「
東
駅
前
線
」を
、平
成
　
年
度

18

祉
施
設
事
業
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
駅
前
保
育
事
業
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
２
階
に
民
間
保
育
所
分
園
の

参
入
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
医
療
施
設
整
備
事
業
も
、
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
２
階
へ
の
医
療
施
設

の
参
入
を
両
医
師
会
と
調
整
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
福
祉
施
設
事
業
は
、

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
二
工
場
跡
地
に
整
備

を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
３
番
目
「
街
な
か
居
住
の
推
進
の

た
め
の
事
業
」は
、民
間
活
力
に
よ
る

住
宅
建
設
事
業
の
促
進
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
愛
宕
西
駅
前
線
北
側
の
土
地
を
、

土
地
所
有
者
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
線
路
西
側
を
清
水
地
区
か

ら
愛
宕
駅
へ
向
か
う
市
道
は
、
付
替

ッ
ク
ス
化
し
て
東
口
駅
前
広
場
へ
通

じ
る
道
路
に
す
る
工
事
を
　
年
度
か

18

ら
施
工
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
東
地
区
は
、
行
き
止
ま
り

道
路
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
清

水
公
園
駅
東
地
区
の
区
画
整
理
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
区
画
道
路
を
連
続
さ

せ
る
形
で
東
口
の
駅
前
広
場
ま
で
を

結
ぶ
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
区
画
道
路
を
新
設
整
備

す
る
と
と
も
に
、
既
存
道
路
の
拡
幅

整
備
を
順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議
会
で
、
根
本
市
長
は
、
中
心
市

20

街
地
活
性
化
対
策
の
進
捗
状
況
や
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被

害
に
対
す
る
応
急
対
策
、
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

道
路
を
新
設
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
４
番
目
の
「
商
業
活
性
化
の
た
め

の
事
業
及
び
措
置
」は
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
の
誘
致
、
さ
ら
に
、
商
業
活
性

化
施
設
の
整
備
を
行
い
、
駅
前
に
と

ど
ま
る
こ
と
の
な
い
広
が
り
を
持
っ

た
中
心
市
街
地
を
活
性
化
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
の
再

出
店
は
、
可
能
な
限
り
早
期
に
出
店

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
手
続
き
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
愛
宕
西
駅
前
線
の
北
側
の

土
地
利
用
は
、
あ
る
程
度
限
定
的
な

利
用
を
前
提
に
考
え
て
い
ま
す
。

地
取
得
は
、
取
得
の
め
ど
が
立
っ
た

こ
と
か
ら
、
残
る
用
地
を
一
日
も
早

く
取
得
し
た
い
と
考
え
、
補
正
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
道
結
城
野
田
線
の
拡
幅

整
備
は
、
西
駅
前
線
と
同
時
に
着
手

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
南
地
区
の
県
道
つ
く
ば

野
田
線
は
、
県
の
用
地
買
収
事
業
に

よ
り
拡
幅
整
備
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
引
き
続
き
お
願
い
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
内
の
狭
あ
い
な
道
路

は
、拡
幅
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

　
そ
こ
で
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
施

設
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
誘

市
道
の
新
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
２
番
目
の
「
都
市
福
利
施

設
の
整
備
の
た
め
の
事
業
」

は
、
駅
前
保
育
事
業
、
医
療

施
設
整
備
事
業
、
高
齢
者
福

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
と

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

再出店予定のイトーヨーカドー２階には保育施設再出店予定のイトーヨーカドー２階には保育施設もも

平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

２０
  中
心
市
街
地
再
活
性
化
や

　
　
応応
急急
のの
浸浸
水水
被被
害害
対対
策策
なな
　
　
どど 
取取
組組
みみ
状状
況況
をを
報報
告告



致
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、今
後
、進
出
を
希
望
す
る
事

業
者
か
ら
事
業
計
画
な
ど
の
提
案
が

出
さ
れ
た
段
階
で
、
駅
前
に
ふ
さ
わ

し
い
土
地
利
用
計
画
の
具
体
的
な
詰

め
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
元
商
業
者
の
皆
様
が
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
場
は
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

二
工
場
跡
地
に
ま
ち
づ
く
り
会
社
が

商
業
活
性
化
施
設
を
整
備
し
、管
理
・

運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
を
展
開

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
二
工
場
跡
地
は
、
市
で
新
設
道
路

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
県
道
寄
り

の
西
側
に
商
業
活
性
化
施
設
を
、
真

ん
中
部
分
に
駐
車
場
を
、
東
側
に
高

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
と
調
整
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
商
業
活
性
化
事
業
は
、
地
元
商
業

者
の
皆
さ
ん
に
、
商
業
の
活
性
化
と

と
も
に
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
創

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
共
同
店
舗
と

駐
車
場
を
運
営
す
る
に
は
、
出
資
金

を
確
保
で
き
る
こ
と
、
建
設
費
用
と

資
金
調
達
が
で
き
る
こ
と
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
賄
え
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
創
業
資
金
は
出
資
金
の
ほ

か
、「
戦
略
的
中
心
市
街
地
中
小
商
業

等
活
性
化
支
援
事
業
費
補
助
金
」や
、

「
新
創
業
融
資
」の
活
用
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
資
金

調
達
や
事
業
計
画
を
、
現
在
、
地
元

商
業
者
な
ど
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

ご
意
見
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
前
向
き
な
ご
意
見
を
頂

い
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、地
元
の
皆

さ
ん
と
の
協
議
・
調
整
が
整
い
次
第
、

市
の
出
資
金
を
、　
年
度
当
初
予
算

21

に
計
上
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
５
番
目
の
「
公
共
交
通
機
関
の
利

便
性
の
増
進
及
び
特
定
事
業
の
推
進

の
た
め
の
事
業
」は
、東
武
野
田
線
連

続
立
体
交
差
事
業
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス（
ま
め
バ
ス
）運
行
事
業
を
推

が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
は
、

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
商
工
会
議
所
が

組
織
す
る
も
の
で
す
。

◆
も
み
殻
収
集

　
一
時
集
積
所
で
の
収
集
を
９
月
中

に
終
了
し
、　
月
か
ら
は
個
別
農
家

10

を
中
心
に
収
集
し
て
い
ま
す
。
市
内

農
家
か
ら
の
収
集
申
込
量
は
　
ト
ン

317

で
、
市
外
分
を
含
め
た
収
集
量
合
計

で
は
　
ト
ン
の
見
込
み
で
す
。

536

◆
も
み
殻
粉
砕
施
設

　
　
月
１
日
に
、
本
格
的
に
粉
砕
作

10
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
粉
砕
し
た
も
み
殻
は
、
４
軒
の
酪

農
家
に
　
月
７
日
か
ら
配
布
し
て
い

10

ま
す
が
、今
回
、「
半
月
は
も
み
殻
で
堆

肥
を
生
産
し
、
半
月
は
お
が
屑
で
堆

肥
を
生
産
し
た
い
」と
の
申
出
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
試
行
的
に
半
月
交
代

で
の
堆
肥
生
産
を
し
て
い
ま
す
。

漁

齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
を
促
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
商
業
活
性
化
施
設
と
駐
車
場
の
事

業
用
地
は
、
土
地
開
発
公
社
が
用
地

の
取
得
・
造
成
を
行
い
、
ま
ち
づ
く

り
会
社
に
安
価
に
お
貸
し
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、高
齢
者
福
祉
施
設
用
地
は
、

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
３
月
ま

で
の
も
み
殻
牛
糞
堆
肥
と
剪
定
枝
等

堆
肥
と
の
混
合
堆
肥
の
生
産
量
は
　506

ト
ン
程
度
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、　
年
度
中
に
収
集
す
る
も
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み
殻
に
よ
る
混
合
堆
肥
は
、
約
千
　800

ト
ン
に
な
る
見
込
み
で
す
。

◆
水
稲
の
黒
酢
農
法

　
柳
耕
地
で
試
験
栽
培
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
病
害
虫
の
発
生
状
況
や
水

稲
の
生
産
量
な
ど
が
農
薬
の
空
中
散

布
を
行
っ
た
場
合
と
比
較
し
変
わ
り

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
黒
酢
を
使
う
農
法
を
実
施

す
る
と
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用

量
を
慣
行
栽
培
よ
り
５
割
以
下
に
す

る
特
別
栽
培
米（
千
葉
県
で
は「
ち
ば

産
に
取
り
組
む
こ
と
」を
賛
同
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、　11

月
７
日
に
野
田
市
農
業
資
材
対
策
協

議
会
を
開
催
し
、
育
苗
段
階
で
の
防

除
は
農
薬
で
あ
る
箱
施
用
薬
剤
か
黒

酢
を
使
用
し
、
本
田
の
段
階
で
は
黒

酢
を
２
回
空
中
散
布
す
る
こ
と
を
基

本
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
補
助
制
度
は
、
育
苗
段
階
で
箱
施

用
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
に
は
千
円

を
限
度
と
し
て
購
入
費
の
３
分
の
１
、

黒
酢
を
使
用
す
る
場
合
に
は
購
入
費

の
２
分
の
1
、
本
田
へ
の
黒
酢
は
空

中
散
布
費
用
を
含
め
て
２
分
の
１
を

補
助
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
田
へ
の
黒
酢
の
流
し
込

み
は
、
黒
酢
購
入
費
の
２
分
の
１
を

補
助
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
現
在
、
黒
酢
農
法
に
賛
同

し
て
い
た
だ
い
た
団
体
の
構
成
農
家

に
、
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

進
す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
や
中
心
市
街
地
内
の
移
動

の
利
便
性
を
向
上
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
、
必
須
５
事
業
を
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

会
社
と
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

エ
コ
米
」と
呼
称
）の
生
産
に
取
り
組

み
や
す
く
な
る
と
い
う
効
果
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
ま
と
ま
っ
て
「
ち

ば
エ
コ
米
」の
生
産
に
取
り
組
む
と
、

営
農
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
市
と
し
て
は
、
来
年
度
か
ら

黒
酢
農
法
を
実
施
す
る
と
と
も
に「
ち

ば
エ
コ
米
」の
生
産
に
も
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
に
よ

り
空
中
防
除
を
実
施
し
て
い
る
農
家

団
体
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、

３
団
体
の
出
席
を
い
た
だ
き
、「
黒
酢

農
法
に
移
行
し
、
ち
ば
エ
コ
米
の
生

（
６
面
に
つ
づ
く
）

追
加
提
出
議
案

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議

20

会
に
、
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

◆
野
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

持
続
可
能
な
農
業
施
策
の

確
立
と
食
の
安
全
の
確
保

柳耕地で黒酢の試験散布



◆
川
間
駅
北
口
駅
前
広
場
の
整
備

　
現
在
の
都
市
計
画
面
積
を
拡
大
整

備
す
る
計
画
を
立
案
し
、
地
権
者
の

皆
様
に
事
業
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
が
、
合
意
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
関
係
機
関
と
検
討
を
進

め
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
の
所
有
地

を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
東

西
に
細
長
い
形
に
な
り
ま
す
が
、
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
、
一
般
車
の
乗
降
場

な
ど
の
設
置
基
準
も
満
た
す
こ
と
が

で
き
る
と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
変
更
案
を
、
現
在
、
地
元
の

自
治
会
長
や
地
権
者
の
皆
さ
ん
に
説

明
し
、
お
お
む
ね
の
ご
理
解
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
変
更
案
を
基
に
関
係
機
関

と
本
協
議
を
進
め
、
早
期
事
業
着
手

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
ま
め
バ
ス

　
１
月
９
日
に
運
行
５
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
同
日
か
ら
ま
め
バ
ス

チ
ョ
ロ
Ｑ
を
販
売
し
ま
す
。

　
な
お
、記
念
事
業
は
、ま
め
バ
ス
チ

ョ
ロ
Ｑ
の
販
売
の
ほ
か
、ま
め
バ
ス
回

数
券
で
の
チ
ョ
ロ
Ｑ
プ
レ
ゼ
ン
ト
、記

念
乗
車
券
の
発
売
、オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
障
害
者
へ
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
の
支
援
策
で
、「
障
害
者
の

た
め
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成

し
ま
し
た
。

◆
耐
震
補
強
工
事

　
東
部
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
耐
震

補
強
工
事
は
、工
期
内
に
竣
工
し
、第

一
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
等
設
計

は
、
補
強
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

◆
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画

　
要
援
護
者
台
帳
を
整
備
し
た
自
治

会
に
、
市
職
員
に
よ
る
意
思
確
認
作

業
を
行
い
７
人
を
要
援
護
者
台
帳
に

追
加
登
録
し
ま
し
た
。　
月
　
日
現

11

20

在
で
は
、
計
画
に
沿
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
会
な
ど
は
　
団
体
で
、

21

う
ち
個
別
支
援
計
画
ま
で
整
備
し
た

団
体
が
　
、
要
援
護
者
登
録
者
数
は

11

　
人
、
未
登
録
要
援
護
者
登
録
者
数

130は
　
人
で
す
。

43

◆
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化

　
　
月
１
日
現
在
　
の
自
主
防
災
組

11

115

織
が
設
立
さ
れ
、
組
織
率
は
　
・
２

36

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　
な
お
、
組
織
の
結
成
が
進
ん
だ
こ

と
に
伴
い
、
防
災
資
機
材
な
ど
の
購

入
に
要
す
る
補
助
金
を
補
正
予
算
に

計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
土
地
区
画
整
理
事
業

　
七
光
台
駅
西
地
区
は
、　
年
度
中

21

　
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
障
害
種

別
ご
と
に
日
常
備
え
て
お
く
べ
き
点
、

災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
ど
う
行
動

し
た
ら
良
い
か
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
障
害
者
団
体
や
、市
役
所
、

支
所
、
出
張
所
で
希
望
者
に
配
布
す

る
と
と
も
に
、
点
字
版
、
音
声
コ
ー

ド
付
文
書
も
作
成
し
、
多
く
の
方
に

防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う

利
用
し
て
い
き
ま
す
。

の
保
留
地
の
処
分
は
、
予
定
価
格
を

公
開
せ
ず
に
行
う
一
般
競
争
入
札
方

式
に
よ
る
保
留
地
処
分
も
行
え
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
、初
の
試
み
と
し
て
、保
留
地

を
２
画
地
ほ
ど
選
定
し
、
一
般
競
争

入
札
を
予
定
し
ま
し
た
が
、
入
札
参

加
申
込
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
事
業
に
お
け
る
保
留
地
の
処
分

は
急
が
れ
る
課
題
で
、　
年
早
々
の

21

実
施
を
目
標
に
、
販
売
を
促
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、「
提
案
書
」と「
提
案
書
の
補
足
」

が
提
出
さ
れ
て
１
年
が
経
過
し
、
９

月
　
日
に
、
提
案
者
と
の
話
合
い
の

22
場
を
設
け
、
提
案
書
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
改
め
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
話
合
い
の
結
果
と
し
て
は
、
提
案

者
は
行
政
的
に
瑕
疵
が
な
け
れ
ば
、

野
田
市
が
事
業
を
進
め
る
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
話
合
い
の
結
果
を
地
元
地
権
者
の

の
換
地
処
分
に
向
け
て
、
字
区
域
の

変
更
の
議
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
堤
台
地
区
と
花
井
東
地
区
は
、　21

年
度
早
々
の
換
地
処
分
に
向
け
て
換

地
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
船
形
地
区
は
、　
年
度
中

21

の
換
地
処
分
に
向
け
て
、
作
業
を
進

め
る
予
定
で
す
。

　
次
木
親
野
井
土
地
区
画
整
理
事
業

考
え
て
い
ま
す
。

◆
梅
郷
駅
東
口
の
自
転
車
等
駐
車
場
整
備

　
自
転
車
千
　
台
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
　

570

80

台
が
収
容
で
き
る
地
下
１
階
、
地
上

３
階
建
て
の
建
設
工
事
を
実
施
す
る
、

工
事
請
負
契
約
を
今
議
会
に
提
案
し

て
い
ま
す
。

◆
都
市
計
画
道
路
整
備

　
梅
郷
駅
東
口
駅
前
広
場
や
梅
郷
東

駅
前
線
な
ど
は
、　
月
　
日
か
ら
供

10

10

用
開
始
し
、
梅
郷
西
駅
前
線
は
、
引

き
続
き
残
り
の
区
間
の
用
地
取
得
を

進
め
て
い
ま
す
。

方
々
に
説
明
し
、「
事
業
が
ペ
ー
ス
ダ

ウ
ン
し
て
、
待
っ
て
い
る
の
が
大
変

で
あ
る
」「
高
齢
者
が
多
い
の
で
、
早

く
進
め
な
い
と
皆
い
な
く
な
っ
て
し

ま
う
」「
区
画
整
理
が
や
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
良
か
っ
た
」な
ど
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
引
き
続
き
、
公
共
施

設
充
当
用
地
の
取
得
を
進
め
た
い
と

禦

日ごろから災害に対する知識や心構えを

東口開設で国道１６号側からのアクセスも容易に

都
市
基
盤
・
生
活
関
連

施
設
の
整
備

新
市
建
設
計
画
の
　
　
　

確
実
な
実
現

安
全
安
心
な
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

要援護者を想定した避難誘導訓練も



指
定
管
理
者
の
指
定
の
議
案
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
に
新
た
に
指

22

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
保
育
所

を
清
水
保
育
所
と
し
、
関
係
条
例
案

を
提
出
し
、
現
在
、
公
募
の
準
備
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、あ
す
な
ろ
職
業
指
導
所
は
、

事
前
の
現
場
引
継
ぎ
を
実
施
す
る
た

革
推
進
委
員
会
で
、
次
期
行
政
改
革

大
綱
（
素
案
）
を
ご
承
認
い
た
だ
き
、

　
月
　
日
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

11

25

ト
手
続
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
月

に
は
最
終
答
申
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度

　
野
田
市
斎
場
な
ど
８
施
設
で
、
公

募
に
よ
り
指
定
管
理
者
候
補
者
を
選

定
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
財
団
法

人
野
田
市
開
発
協
会
を
随
意
指
定
と

す
る
野
田
市
総
合
公
園
と
と
も
に
、

出
量
に
対
し
、
1
・
3
パ
ー
セ
ン
ト

の
削
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
目
標
削

減
率
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、
可
燃
ご
み
の
焼
却
量
と

可
燃
ご
み
の
中
に
含
ま
れ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
割
合
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

◆
不
燃
物
処
理
施
設

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向

け
、目
吹
地
区
の
工
場
跡
地
を
候
補
地

に
選
定
し
、　
月
　
日
に
自
治
会
役
員

10

29

幹
部
会
の
皆
さ
ん
に
市
の
考
え
方
や

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
説

明
し
、　
月
　
日
に
自
治
会
員
の
皆
さ

11

22

ん
に
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、立
地
の
了
解
が
得
ら
れ
た

ら
、セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
具
体
的
な

手
続
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し

　
　
月
　
日
開
催
の
第
７
回
行
政
改

11

13

◆
野
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　
　
年
度
の
実
施
状
況
は
、
二
酸
化

19
炭
素
換
算
で
、２
万
４
千
　
・
９
ト
ン

229

で
、清
掃
工
場
以
外
の
施
設
は
、す
べ

て
計
画
の
目
標
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
清
掃
工
場
は
、
基
準
年
度
の
総
排

◆
春
風
館
道
場

　
耐
震
改
修
工
事
設
計
業
務
を
　
月
10

７
日
に
発
注
し
ま
し
た
。

ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
地
域
の
方

々
に
も
事
業
の
趣
旨
の
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
社
会
教
育
関
係
や
地
区

別
懇
談
会
で
も
、
本
事
業
の
説
明
を

し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
給
食
の
在
り
方

　
野
田
市
学
校
給
食
検
討
委
員
会

は
、
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
の
方
々
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
第
１
回

を
　
月
５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

10
　
な
お
、
協
議
内
容
は
、
給
食
だ
よ

り
な
ど
で
、
す
べ
て
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

◆
木
間
ケ
瀬
中
学
校
の
用
地
拡
張

　
９
月
　
日
に
用
地
の
購
入
手
続
き

22

が
完
了
し
、
現
在
、
校
庭
南
側
の
整

備
工
事
を
実
施
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

◆
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

　
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

候
補
者
に
、
実
地
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
本
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

地
域
や
関
係
団
体
の
方
に
対
し
て
の

啓
発
が
重
要
と
考
え
、　
月
３
日
に

10

第
３
回
学
校
支
援
地
域
本
部
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
月
１
日
の
「
野
田
市
教

11

育
実
践
交
流
会
」
で
は
、
学
校
支
援

地
域
本
部
の
立
ち
上
げ
か
ら
支
援
を

頂
き
、
野
田
市
の
現
状
を
よ
く
把
握

さ
れ
て
い
る
生
重
幸
恵
氏
に
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
分
科
会
も
、
地
域
に
お
け
る
学
校

支
援
の
在
り
方
に
、
意
見
や
情
報
を

交
換
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
支
援
地
域
本
部
の
リ

え
で
、
税
率
改
定
の
具
体
的
な
案
の

検
討
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
出
産
育
児
一
時
金
の
引
上
げ

　
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
３

万
円
引
き
上
げ
る
方
針
が
国
か
ら
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
健
康
保
険
法
施
行
令
の

改
正
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
は
、

追
加
議
案
の
予
定
で
す
。

　
今
後
、
推
進
等
委
員
会
で
ご
審
議

を
い
た
だ
き
、
２
月
に
は
答
申
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
特
定
健
康
診
査

　
野
田
市
と
し
て
も
国
民
健
康
保
険

の
保
険
者
と
し
て
、
７
月
か
ら
　
月
10

ま
で
の
間
で
特
定
健
康
診
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
診
査
の
結
果
、
要
指
導
と
判
定
さ

れ
た
方
に
、　
月
　
日
よ
り
特
定
保

11

28

健
指
導
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営

　
　
月
上
旬
に
な
り
、
今
年
度
６
か

10
月
分
の
保
険
給
付
費
の
支
払
実
績
か

ら
収
支
見
込
み
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、

　
年
度
は
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
が
、

20　
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
見
込
み

21で
、　
年
度
か
ら
の
税
率
改
定
を
、

21

国
保
運
営
協
議
会
で
ご
審
議
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
開
催
の
運
営
協
議
会
で

10

29

は
、
税
率
改
定
の
具
体
的
な
検
討
の

前
提
と
な
る
考
え
方
を
説
明
し
た
う

　
堤
台
柳
沢
線
と
次
木
古
布
内
線
も

用
地
取
得
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画

　
９
月
３
日
に
推
進
等
委
員
会
に
諮

問
す
る
と
と
も
に
、
市
内
８
か
所
で

地
区
別
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

魚

（
８
面
に
つ
づ
く
）

校庭の南側を拡張する木間ケ瀬中学校

教
育
の
充
実
と
　
　
　
　

青
少
年
健
全
育
成
の
強
化

ご
み
の
減
量
と
み
ど
り
豊
か
な
　

ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
環
境
の
保
全

福
祉
・
医
療
の
充
実

行
政
改
革
の
徹
底

◆社会福祉施設整備基金に…葛２００万円
＝音頭金属株式会社代表取締役社長音
頭則靖様（蕃昌）葛１０万円＝株式会社日
本総合開発代表取締役伊藤巌様（中里）
◆青少年健全育成推進に…葛２０万円＝野
田ライオンズクラブ会長吉岡稔隆様（中
野台）葛１０万円＝関宿ライオンズクラブ
会長富澤昇様（関宿元町）

寄　附



ど
も
勘
案
し
対
策
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

　
応
急
対
策
は
、
今
年
度
と
来
年
度

に
分
け
て
実
施
し
、
今
年
度
は
、
野

田
地
域
で
は
、
三
生
桜
台
の
集
水
桝

増
設
、
梅
ケ
丘
団
地
の
横
断
側
溝
と

桝
設
置
な
ど
、
関
宿
地
域
で
は
、
ひ

が
し
台
団
地
の
排
水
ポ
ン
プ
新
設
、

動
物
病
院
付
近
の
排
水
ポ
ン
プ
の
能

力
ア
ッ
プ
、
山
坪
団
地
内
道
路
の
嵩

上
げ
、
新
宿
自
治
会
の
六
丁
四
反
水

路
か
ら
の
逆
流
防
止
弁
の
設
置
、
台

町
東
特
定
土
地
区
画
整
理
地
内
の
調

整
池
に
堆
積
し
た
汚
泥
の
除
去
な
ど

を
実
施
し
た
い
と
考
え
、
補
正
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
は
、
調
査
検
討
が
必
要
な

箇
所
や
規
模
が
大
き
い
箇
所
を
実
施

し
た
い
と
考
え
、
野
田
地
域
で
は
、

三
生
桜
台
の
バ
イ
パ
ス
管
増
設
、
梅

ケ
丘
団
地
水
路
横
断
管
改
修
、
南
部

土
地
改
良
区
内
の
南
部
中
央
幹
線
水

路
の
浚
渫
な
ど
、
関
宿
地
域
で
は
、

め
の
関
係
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

◆
浸
水
被
害
に
対
す
る
応
急
対
策

　
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
箇
所
の
現

場
の
検
証
と
排
水
の
系
統
的
な
精
査

を
行
い
、
緊
急
度
や
被
害
の
状
況
な

　
古
布
内
山
坪
団
地
は
、
今
年
度
水

路
整
備
が
完
了
予
定
で
、
来
年
度
に

は
関
宿
落
し
堀
へ
の
ポ
ン
プ
排
水
と

水
門
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

台
町
東
土
地
区
画
整
理
地
内
の
調
整

池
に
堆
積
し
た
汚
泥
の
除
去
、
関
宿

中
部
公
民
館
前
の
道
路
嵩
上
げ
、
親

野
井
あ
さ
ひ
会
団
地
の
排
水
先
の
測

量
・
設
計
な
ど
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
恒
久
対
策
と
し
て
、
今
年

度
、
野
田
地
域
で
は
、
堤
根
字
中
根

前
水
路
改
修
、
く
り
堀
川
の
水
路
整

備
な
ど
事
業
中
で
す
。

　
ま
た
、
南
部
４
号
幹
線
の
整
備
を

急
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
関
宿
地
域
で
は
、
ま
ず
、
六
丁
四

反
水
路
は
、
現
在
、
関
宿
高
校
前
付

近
の
水
路
幅
の
拡
幅
整
備
を
継
続
中

で
、
関
宿
高
校
前
に
調
整
池
の
設
置

に
伴
う
用
地
の
確
保
や
構
造
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
決
定
を
受
け
て
、
自
動
車
取
得
税

減
収
補
て
ん
臨
時
交
付
金
と
地
方
道

路
譲
与
税
減
収
補
て
ん
臨
時
交
付
金

の
合
計
千
　
万
8
千
円
が
交
付
さ
れ

204

ま
し
た
が
、通
年
ベ
ー
ス
で
歳
入
を
見

込
ん
で
い
た
自
動
車
取
得
税
交
付
金

と
地
方
道
路
譲
与
税
を
、そ
れ
ぞ
れ
同

額
を
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
普
通
交
付
税
は
、
交

付
決
定
額
が
変
更
決
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
　
万
2
千
円
の
増
額
と
な
り
、

379

補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
中
小
企
業
支
援

　
昨
年
４
月
か
ら
原
油
価
格
高
騰
対

策
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
対
象
者

に
対
す
る
利
子
補
給
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
業
種
を
対

象
と
し
た
市
の
制
度
融
資
枠
を
拡
大

し
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強
化
し

た
い
と
考
え
、
関
係
補
正
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

◆
側
溝
汚
泥

　
産
業
廃
棄
物
で
あ
る
側
溝
汚
泥
は
、

　
木
間
ケ
瀬
字
上
羽
貫
地
先
の
排
水

対
策
工
事
も
、引
き
続
き
実
施
し
、柏

寺
落
し
堀
は
、来
年
度
以
降
に
設
計
と

工
事
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率

　
暫
定
税
率
失
効
に
伴
い
地
方
に
生

じ
た
減
収
分
に
対
す
る
国
の
減
収
補

て
ん
措
置
は
、
国
に
よ
る
補
て
ん
措

置
が
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
水
道
の
料
金
改
定

　
水
道
事
業
の
料
金
体
系
は
、
平
成

９
年
に
改
訂
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
し
つ
つ
徹
底
し
た
行
政
改
革
を
進

め
る
な
ど
業
務
を
効
率
化
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
財
務
状
況
の
下
、
新

た
に
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で

21

23

の
財
政
計
画
を
、　
月
　
日
に
水
道

10

16

事
業
運
営
審
議
会
に
諮
問
し
、
同
　23

日
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
答
申
の
主
な
内
容
は
、
受
水
料
金

　
月
　
日
に
撤
去
と
処
分
作
業
が
完

11

30

了
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　
今
後
は
、
処
理
物
直
下
の
地
山
や

周
辺
の
土
壌
、地
下
水
調
査
を
行
い
、

改
善
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
跡
地
は
、
す
べ
て
の
作
業

完
了
後
に
発
生
良
質
土
で
埋
め
戻
し

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
校

　
第
二
中
学
校
が
、
文
部
科
学
大
臣

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
理

由
は
、
同
校
の
２
年
生
に
よ
る
職
場

体
験
学
習
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
、
全

学
年
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
や
、
地
域
社
会
・
各
分
野
の
専
門

家
を
招
き
、
地
域
や
社
会
と
連
携
し

た
授
業
の
実
施
な
ど
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

の
料
金
改
定
の
改
正
条
例
案
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
現
行
料
金
と
の
比
較
で
は
、

年
間
を
通
し
て
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、

約
１
か
月
分
近
く
の
料
金
値
下
げ
と

な
り
ま
す
。

◆
船
形
地
区
へ
の
商
業
施
設
進
出

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル（
株
）の
出
店
計
画

は
、
４
月
　
日
に
３
回
目
の
会
議
が

16

開
催
さ
れ
て
以
降
、
出
店
対
策
委
員

会
が
開
催
さ
れ
て
な
い
こ
と
か
ら
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
側
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
社
内
調
整
が
難
航
し
て
お
り
、

遅
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
早
急
に
検
討
し

提
示
す
る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
た
と

こ
ろ
、
年
内
に
は
出
店
対
策
委
員
会

に
提
案
が
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
市
と
し
て
も
早
期
の
出
店
対
策
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
イ
オ
ン
側

に
対
し
て
引
き
続
き
要
請
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

改
定
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、さ
ら
に
、

費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
必
要
な
自
己
資
金
と
財
源
の
確

保
を
勘
案
し
た
う
え
で
、
経
営
の
健

全
性
が
確
保
で
き
る
範
囲
内
で
水
道

料
金
を
改
定
す
べ
き
も
の
と
し
て
、

平
均
7
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
下
げ

が
適
当
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
４
月
か
ら

亨

諸
般
の
報
告

関宿高校付近の水路拡幅も



　
市
で
は
、平
成
　
年
６
月
６
日
で
、

20

新
野
田
市
が
誕
生
し
て
５
周
年
を
迎

え
た
こ
と
か
ら
、「
ま
め
バ
ス
」と「
将

棋
」を
テ
ー
マ
に
し
た
、２
つ
の
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　「
ま
め
バ
ス
」は
、合
併
後
の
新
市
の

一
体
感
を
つ
く
る
事
業
と
し
て
、　
年
16

１
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
　
年
　
月
に
は
、
利
用
者
数
が
　

20

12

145

万
人
を
突
破
し
、
現
在
も
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

も
人
気
が
あ
る
こ
と
、
市
内
外
か
ら

も
製
品
化
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
、

運
行
開
始
し
て
５
周
年
に
な
る
こ
と

か
ら
、「
ま
め
バ
ス
チ
ョ
ロ
Ｑ
」（
ゼ
ン

マ
イ
式
ミ
ニ
カ
ー
）や
記
念
乗
車
券
の

販
売
な
ど
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
ま
め
バ
ス
関
連

◎
ま
め
バ
ス
チ
ョ
ロ
Q

　
１
月
９
日
８
時
　
分
か
ら
、
市
役

30

所
３
階
企
画
調
整
課
と
関
宿
支
所
で

販
売
し
ま
す（
1
個
　
円
、１
人
５
個

700

ま
で
）。

　
ま
た
、
一
覧
表
の
取
扱
店
で
も
同

日
か
ら
販
売
し
ま
す
が
、
販
売
を
始

め
る
時
間
は
各
店
舗
で
異
な
り
ま
す
。

　
な
お
、「
ま
め
バ
ス
回
数
券
で
ま
め

バ
ス
チ
ョ
ロ
Ｑ
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
応

定
で
１
枚
　
円
の
記
念
乗
車
券
を
、

200

市
役
所
３
階
企
画
調
整
課
、
関
宿
支

所
、
各
出
張
所
、
茨
急
バ
ス
野
田
営

業
所
で
販
売
し
ま
す
。

◎
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
１
月
９
日
、　
日
、
２
月
１
日
の

18

始
発
か
ら
、
ま
め
バ
ス
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
印
刷
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

募
者
に
、　
年
　
月
　
日
に
結
果
は

20

12

26

が
き
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
当
選
さ
れ
た
方
は
１
月
９
日
か
ら

２
月
６
日
ま
で
の
平
日
に
、
は
が
き

に
記
載
し
た
交
換
場
所
（
市
役
所
３

階
企
画
調
整
課
か
関
宿
支
所
）で
、は

が
き
と
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
記
念
乗
車
券

　
１
月
９
日
８
時
　
分
か
ら
　
枚
限

30

500

　
ま
た
、ホ
ー
ル
５
階
に
は「
関
根
名

人
記
念
館
」を
開
館
し
、名
人
が
愛
用

し
て
い
た
将
棋
盤
や
駒
な
ど
の
ゆ
か

り
の
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
館
に
隣
接
す
る
対
局
室
で
、

２
月
１
日
　
時
か
ら
矢
内
理
絵
子
女

13

流
名
人
と
清
水
市
代
女
流
王
将
に
よ

る「
第
　
期
ア
ル
ゼ
杯
・
女
流
名
人
位

35

戦
５
番
勝
負
第
２
局
」を
開
催
し
、４

階
の
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
・
ホ

ー
ル
で
、大
盤
解
説
会
を
行
い
ま
す
。

　
入
場
希
望
者
は
、
１
月
　
日
必
着

19

で
往
復
は
が
き（
１
枚
で
１
人
入
場
可
）

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
返

信
用
あ
て
先
を
明
記
し
、
〒
　
 
８

278

５
５
０
野
田
市
役
所
商
工
課「
大
盤

解
説
会
」係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
対
局
の
観
戦（
５
分
程
度
）

は
、
大
盤
解
説
会
当
選
者
の
中
か
ら

さ
ら
に
抽
選
で
　
人
で
す
。

40

【
問
合
せ
】
ま
め
バ
ス
の
こ
と
は
企

画
調
整
課
、
女
流
名
人
位
戦
の
こ
と

は
商
工
課

－

ズ
を
、
１
台
に
つ
き
先
着
　
人
の
利

30

用
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
な
お
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
は
日

に
よ
っ
て
、
異
な
り
ま
す
。

■
女
流
名
人
位
戦

　「
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
」は
、
旧
関
宿

町
役
場
庁
舎
を
改
修
し
、
平
成
　
年
16

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

享

初代まめバスをモデル初代まめバスをモデルにに

■販売店一覧
（大字ごとに番地の小さい順に表記）

電話番号所　在　地店　舗　名
《野田地域》

☎７１２２-３０６３岩名８６６増田商会
☎７１２５-７１７９岩名１７５８-1セブンイレブン野田岩名店
☎７１２９-０８３４岩名二丁目７-4サンライフけやき１０３プラスチック・ハウス
☎７１２２-７７１７大殿井４４６竹塚酒店
☎７１２５-２４８１上花輪新町３８-1セブンイレブン野田上花輪新町店
☎７１３８-１１７０木野崎１６４６-３１セブンイレブン野田木野崎店
☎７１２２-４４０２清水２６９ロン洋菓子
☎７１２５-３０３０清水９０６（株）千秋社（清水公園）
☎７１３８-２６６５下三ケ尾３３４-9セブンイレブン野田下三ケ尾店
☎７１２４-２３１０中根３８-１９三近
☎７１２３-６６８１中根２１８-５５セブンイレブン野田中根店
☎７１２２-３５８５中野台１６８-1野田商工会議所
☎７１２５-５５９１中野台３８３（株）ナカオサ
☎７１２３-２０８２中野台４３９アキオーズ
☎７１２２-１８１５中野台１２１４ファースト美容室
☎７１２１-１５１７中野台鹿島町１１-２５セブンイレブン野田鹿島町店
☎７１２７-８６００七光台４-2ロックタウン内すばる書店七光台店
☎７１２０-８２２５七光台１６８-１９セブンイレブン野田七光台店
☎７１２２-３５８５野田１１０もの知りしょうゆ館内野田観光土産名店会
☎７１２４-２４６１野田２６１（株）大川屋
☎７１２２-０５１４野田３５５まるまんクリーニング
☎７１２４-０６６０野田６７２マルコ商会
☎７１２２-２８８６野田６９４（有）小森谷家具店
☎７１２３-００３８花井１９４（インターネット販売も可）（有）ハートランド
☎７１２９-５１１１蕃昌３２北総石油（株）
☎７１２５-００６４二ツ塚１３９-１０セブンイレブン野田二ツ塚店
☎７１２７-５２００船形１６３３（有）トータル・ブッサン・カンパニー
☎７１２１-５５１２みずき二丁目９-1瑞季動物病院
☎７１３８-１８５０三ツ堀９６９-３９（有）サイトー理容室
☎７１３８-３９１１三ツ堀５９０-1（有）ドリームオート
☎７１３８-０２５５三ツ堀１１５７セブンイレブン野田三ツ堀店
☎７１２３-７２５３宮崎４５-2セブンイレブン野田宮崎小学校前店
☎７１２３-１２３１宮崎１４６-１１セブンイレブン野田宮崎店
☎７１２１-３７５３目吹１６９５-3セブンイレブン野田目吹店
☎７１２０-８１８０谷津１３４５-2セブンイレブン野田谷津店
☎７１２４-１５９２吉春８３６木名瀬商事（株）
☎７１２２-１１５４※インターネット販売のみトラオコム

《関宿地域》
☎７１９６-５１００柏寺６０６-1（有）天心楼
☎７１９８-００１２木間ケ瀬２０７７-3丸福商店
☎７１９８-８７７８木間ケ瀬２５７１-1（有）とみや
☎７１９８-５５１５木間ケ瀬２６５３-4セブンイレブン関宿木間ケ瀬店
☎７１９８-１１８８木間ケ瀬３５３５大花堂製菓（株）
☎７１９８-０２５０木間ケ瀬５１７５（株）喜八堂
☎７１９８-８９１０木間ケ瀬６１９２-1セブンイレブン関宿木間ケ瀬南店
☎７１９６-２０６０古布内１５９７岡田商店
☎７１９６-５１０８関宿台町２７６０-1セブンイレブン野田関宿台町店
☎７１９６-１４００関宿三軒家１４３-4千葉県立関宿城博物館
☎７１９８-７４２３次木５８セブンイレブン関宿次木店
☎７１９８-００３７東宝珠花５０-4（有）リビングショップ秋山
☎７１９８-００５１東宝珠花１７１（有）竹の屋
☎７１９８-０１６１東宝珠花２３７-1野田市関宿商工会
☎７１９８-０１６１東宝珠花２３７-1野田市関宿商工会奉仕会
☎７１９８-０７５８東宝珠花５４６歩ノ靴
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京

　
「
一
日
の
計
は
朝
に
あ
り
、
一
年
の
計

は
春
に
あ
り
、一
生
の
計
は
 少
 

し
ょ
う

 壮
 に
あ
り
」

そ
う

は
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
で
あ
る
安
井
 息
 
そ
っ

 軒
 （１
７
９
９
～
１
８
７
６
）の
教
え
の
一

け
んつ

で
す
。

　
息
軒
は
、
私
塾
「
三
計
塾
」
を
開
き
、

大
臣
や
大
学
の
学
長
な
ど
２
千
人
以
上
の

門
下
生
を
育
て
、
後
に
幕
府
の
「
昌
平
坂

学
問
所
」
で
教
 鞭
 を
振
る
い
ま
し
た
。

べ
ん

　
一
日
の
計
画
は
朝
の
う
ち
に
、
一
年
の

計
画
は
春
の
う
ち
に
、
一
生
の
計
画
は
若

く
て
元
気
な
う
ち
に
立
て
て
お
く
と
物
事

が
う
ま
く
い
く
、
つ
ま
り
何
事
に
も
最
初

が
肝
心
で
あ
る
と
、
日
ご
ろ
か
ら
弟
子
た

ち
に
説
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

多
く
の
交
流
や
体
験
で
生
き
る
力
を

　
人
生
の
中
で
、
少
壮
の
時
を
過
ご
し
て

い
る
と
も
い
え
る
小
中
学
生
に
、
将
来
の
 

　
平
成
　
年
度
に
学
校
完
全
週
５
日
制
や
現
行
の
学
習
指
導
要
領
が
実

１４

施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は「
野
田
市
教
育
環
境
整
備
事
業
」を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
生
き

て
い
く
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
保
護
者
や
地
域
の
方
、
地
元

企
業
や
大
学
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
独
自
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」と
い
う
理
念

の
も
と
で
整
備
を
進
め
る
、
地
域
教
育
の
体
制
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

「
夢
」を
尋
ね
る
と
、
バ
ス
や
電
車
の
運
転

手
、サ
ッ
カ
ー
選
手
、
パ
テ
ィ
シ
エ
、
看
護

師
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
夢
を
、目
を
輝
か
せ

東京理科大学の研究室で科学実東京理科大学の研究室で科学実験験

京

で
、
成
長
と
と
も
に
将

来
の
目
標
を
見
失
い
、

い
ざ
進
学
や
就
職
な
ど

の
進
路
選
択
段
階
に
な

る
と
、
悩
ん
で
し
ま
う

子
が
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ニ
ー
ト
や
フ

リ
ー
タ
ー
な
ど
の
若
者

が
増
え
て
い
る
と
い
う

　
し
か
し
、
激
し
く
社
会
が
変
化
す
る
中

な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
教
育
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

市
独
自
に
教
育
環
境
を
整
備

　
「
学
校
完
全
週
５
日
制
」
や
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
新
設
な
ど
で
「
生
き
る

な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
と
が
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
や

体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
将
来
の

夢
を
持
っ
て
も
ら
い
、
夢
に
向
か
っ
て
生

き
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

学
校
や
保
護
者
、
地
域
の
方
、
地
元
企
業

　
「
宇
宙
は
ど
う
し
て
で
き
た

か
」「
も
の
が
燃
え
る
と
な
ぜ
酸

素
が
二
酸
化
炭
素
に
変
わ
る
か
」

な
ど
、
不
思
議
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
相

対
性
理
論
」
く
ら
い
す
ご
い
発

見
を
し
て
、
今
の
科
学
の
歴
史

を
変
え
て
み
た
い
で
す
。

二ツ塚小学校6年
水谷晋也くん

 目
標
は

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン



供

力
」
の
育
成
を
目
指
す
「
学

習
指
導
要
領
」
が
、
平
成
　14

年
度
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
保
護
者
か
ら
学
力

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

市
で
は
独
自
に
「
野
田
市
教

育
環
境
整
備
事
業
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
同
事
業
で
は
、
学
力
向
上

柔
剣
道
指
導
へ
の
社
会
人
活

用
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
曜
日
を
有
意
義

な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
地

域
の
方
や
保
護
者
、
学
生
な

ど
が
講
師
と
な
っ
て
、
各
学

校
で「
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
」

と
「
オ
ー
プ
ン
サ
タ
デ
ー
ク

ラ
ブ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
算

数
の
ド
リ
ル
学
習
や
漢
字
練

習
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

オ
ー
プ
ン
サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ

で
は
、
和
太
鼓
や
 筝
 、
生
け

こ
と

花
、
柔
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
な
ど
　
も
の
講
座
を
通
し

34

て
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

で
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い

ま
す
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

　
さ
ら
に
、　
年
度
に
は
二

16

学
期
制
を
導
入
し
、
各
学
校

で
そ
の
特
性
を
生
か
し
て
創

ど
も
が
触
れ
合
う
時
間
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、　
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
「
確

18

か
な
学
力
」
と
「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な

体
」
を
目
指
し
て
、
各
校
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、
夏
休
み
を
最
大
で
３
日
間
短
縮
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

意
工
夫
の
も
と
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
学
期
制
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、授
業
の
時
間
数
が
増
え
、さ
ら
に
は
長

い
期
間
で
じ
っ
く
り
と
学
習
で
き
る
た
め
、

ゆ
と
り
も
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、先
生
と
子

①小学生も職場体験②地元の伝統芸能①小学生も職場体験②地元の伝統芸能をを
学ぶ機会も③中学生は連続５日の職場学ぶ機会も③中学生は連続５日の職場体体
験④サタデースクールで学力の向上験④サタデースクールで学力の向上もも

を
目
指
し
、
小
学
３
・
４
年
生
の
算
数
の

学
習
時
間
で
の
少
人
数
授
業
や
、
算
数
・

数
学
、
理
科
の
副
教
本
の
作
成
と
活
用
、

　
僕
の
家
は
お
も
ち
ゃ
屋
な

の
で
、お
父
さ
ん
の
仕
事
を
継

い
で
社
長
に
な
る
ぞ
。

　
お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
大

好
き
な
の
で
、お
も
ち
ゃ
の
こ

と
な
ら
何
で
も
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、た
く
さ
ん
の

人
を
幸
せ
に
す
る
の
が
、僕
の

夢
で
す
。

宮崎小学校6年
中野壱帥くん

　
小
学
生
の
と
き
か
ら
小
さ
い

子
の
面
倒
を
見
る
の
が
好
き
な

の
で
、幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た

い
で
す
。

　
ど
ん
な
と
き
で
も
、子
ど
も
た
ち

と
明
る
く
接
し
て
、頼
ら
れ
る
先
生

で
あ
り
た
い
な
。私
た
ち
と
交
流
し

て
く
だ
さ
る
大
人
の
方
の
姿
を
見

て
、自
分
も
そ
う
あ
り
た
い
で
す
。

南部中学校2年
綿引愛梨さん

　
今
も
地
域
で
の
ご
み
拾
い
や

草
取
り
を
し
て
い
ま
す
。み
ん

な
の
た
め
に
働
く
の
は
す
ご
く

大
変
だ
け
ど
、喜
ん
で
も
ら
う

と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
街
に

た
く
さ
ん
の
木
や
花
を
植
え
て
、

今
よ
り
も
っ
と
環
境
を
良
く
す

る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

木間ケ瀬小学校5年
金久保未津帆さん

  

　
運
動
が
大
好
き
な
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

　
実
際
に
職
場
体
験
で
、ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
働
か
せ
て
い
た
だ

き
、接
客
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
も

学
ん
で
き
ま
し
た
。な
れ
た
ら
、

自
分
自
身
の
「
役
割
」
を
し
っ

か
り
と
頑
張
り
た
い
で
す
。

川間中学校2年
水浦雄太くん

①① ②②

④④

人
が
幸
せ
に

な
る

お
も
ち
ゃ
を

明
る
く
て
　

頼
ら
れ
る

　
先
生
に

環
境
美
化
を

　
　
　
す
す
め
て

得
意
な
運
動
を

　
　
　
  仕
事
に

③③



　
各
学
校
で
は
、
短
縮
し
た
３
日
間
や
夏

休
み
を
使
っ
て
、
授
業
や
水
泳
指
導
、
さ

ら
に
は
、
地
域
の
方
や
地
元
企
業
な
ど
か

ら
、
昔
遊
び
や
せ
ん
べ
い
作
り
、
火
お
こ

し
体
験
な
ど
の
特
色
あ
る
学
習
の
場
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学

習
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、　
年
度
に
は
、
東
京
理
科
大
学

17

と
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」
を
結
び
、

大
学
の
教
員
や
学
生
が
小
中
学
校
で
専
門

的
な
科
学
実
験
を
行
っ
た
り
、
大
学
の
研

究
室
を
小
学
生
が
訪
問
し
た
り
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
学
校
の
授
業
で
は
体
験
で
き
な

か
っ
た
教
育
を
進
め
て
、
子
ど
も
た
ち
の

理
科
学
習
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

　
一
方
、
市
で
は
　
年
度
か
ら
、
地
元
の

13

事
業
所
や
商
店
会
な
ど
の
協
力
で
、
中
学

２
年
生
を
対
象
と
し
た
最
大
３
日
間
の

「
職
場
体
験
」を
行
う
な
ど
、「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
で
も
、　
年
度
に
ニ
ー
ト

17

や
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
な
ど
の
社
会
問
題

に
対
応
す
る
た
め
の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
実

践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
始
め
た

こ
と
か
ら
、市
で
は
、よ
り
充
実
し
た
「
キ

ャ
リ
ア
教
育
」
を
目
指
す
た
め
、「
キ
ャ
リ

ア
教
育
推
進
地
域
」
の
指
定
を
受
け
る
こ

と
と
し
、
職
場
体
験
の
期
間
を
連
続
し
た

５
日
間
に
延
長
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、ス
ー
パ
ー
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

ス
ト
ラ
ン
、病
院
、幼
稚
園
な
ど
、　
を
超
え

400

侠

る
地
元
の
事
業
所
や
商
店
会

な
ど
の
ご
協
力
も
あ
り
、生
徒

た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

中
か
ら
、
自
分
が
体
験
し
た

い
職
場
を
訪
れ
、
望
ま
し
い

勤
労
観
や
職
業
観
の
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、社
会
の
規
律

や
マ
ナ
ー
な
ど
を
、
自
分
た

ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
で
も
、
今
年
度
か
ら
、

実
際
に
職
場
へ
出
向
い
て
仕
事
を
見
学
・

体
験
し
た
り
、
小
学
生
が
中
学
校
生
活
を

体
験
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」を
通
し
て
、子
ど
も
た

ち
は
、今
、学
ん
で
い
る
こ
と
が
将
来
の
夢

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う「
学
ぶ
こ
と
の

大
切
さ
」を
理
解
し
、自
ら
学
ぼ
う
と
す
る

意
欲
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

地
域
の
教
育
資
源
を
活
用

　
さ
ら
に
市
で
は
、
自
然
環
境
や
企
業
、

大
学
な
ど「
地
域
の
教
育
資
源
」を
学
校
教

育
に
活
用
す
る
た
め
、　
年
度
に
は
、
国

18

の
「
新
教
育
シ
ス
テ
ム
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
に
応
募

し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
４
中
学
校
（
第

二
中
、
福
田
中
、
岩
名
中
、

関
宿
中
）
に
８
人
の
「
理
科

指
導
助
手
」
を
配
置
し
、
同

時
に
、
地
域
の
教
育
に
関
す

る
情
報
の
収
集
や
発
信
、
人

材
や
資
源
の
発
掘
・
開
拓
な

ど
、
地
域
と
学
校
を
結
ぶ
大

切
な
役
割
を
担
う
「
地
域
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と

し
て
も
育
成
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
実

際
に
、
気
象
予
報
士
や
地
元

地元企業を活用し地元企業を活用したた「「わくわく理科教わくわく理科教室」室」

　
先
生
が
と
て
も
や
さ
し
く
て
、い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

の
で
、私
も
、幼
稚
園
の
先
生
に
な

っ
て
、今
度
は
園
児
た
ち
に
同
じ
よ

う
に
教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
し
て
、

ど
ん
な
仕
事
も
が
ん
ば
れ
ば
、み

ん
な
笑
顔
に
な
れ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

七光台小学校6年
鍋島ひかるさん

　
友
だ
ち
の
一
言
で
、今
ま
で
考

え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
医
療
の

仕
事
と
、自
分
の
大
好
き
な
音
楽

を
と
も
に
で
き
る
仕
事
と
と
し

て
、音
楽
療
法
士
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
人
の
役
に
立
つ
仕
事
は
、大
変

な
分
、や
り
が
い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

二川中学校3年
石渡楓さん

　
小
学
校
の
校
外
学
習
で
、羽
田

空
港
に
行
っ
た
と
き
に
整
備
士

が
エ
ン
ジ
ン
に
向
か
っ
て
一
生

懸
命
仕
事
を
し
て
い
る
姿
を
見

て
か
ら
、興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
僕
が
担
当
し
た
飛
行
機
は
責

任
を
も
っ
て
整
備
し
て
、お
客
様

に
安
心
で
き
る
フ
ラ
イ
ト
を
お

届
け
し
た
い
で
す
。

第二中学校3年
浅野智紀くん 地域の田んぼを活用して米作り体験地域の田んぼを活用して米作り体験もも

 
責
任
を
持
っ
て

 　
  飛
行
機
を
整
備

 
大
好
き
な

音
楽
を
医
療
に

み
ん
な
を

笑
顔
に

で
き
る
先
生
に



に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
教
育

風
土
が
醸
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、　
年
４
月
か
ら
は
、
国
の「
新

20

教
育
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」

を
基
盤
と
し
、
市
独
自
の
「
地
域
教
育
プ

校
教
育
支
援
活
動
の
調
整
を
行
い
、「
学
校

支
援
地
域
本
部
」
の
核
と
な
っ
て
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

全
中
学
校
区
に
地
域
教
育
の
拠
点
を

　
今
年
度
は
、先
行
的
に
、
第
二
中
、
福
田

中
、岩
名
中
、関
宿
中
の
４
中
学
校
区
に「
学

校
支
援
地
域
本
部
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
４
中
学
校
区
で
は
、
い
ま
ま
で
行
っ
て

き
た
理
科
以
外
の
国
語
、
社
会
、
家
庭
科

な
ど
の
分
野
で
も
、
地
域
の
人
材
を
活
用

し
て
い
る
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
協
力

い
た
だ
け
る
事
業
所
な
ど
の
開
拓
や
、
職

場
体
験
の
事
前
指
導
と
し
て
、
マ
ナ
ー
学

習
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
の
要
望
に
応
じ
、
図
書
室

の
管
理
や
授
業
の
補
助
、
部
活
動
の
支
援

僑

い
ま
す
。

　
「
学
校
支
援
地
域
本
部
」

は
、
中
学
校
区
を
単
位
に
立

ち
上
げ
、
各
中
学
校
に
は
地

域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
活

動
の
拠
点
と
な
る
「
地
域
ル

ー
ム
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

学
校
の
考
え
方
に
沿
っ
て
、

地
域
の
方
や
大
学
、
事
業
所

企
業
の
研
究
員
、
大
学
の
教
授
な
ど
地
域

の
人
材
を
活
用
し
、
専
門
的
で
魅
力
的
な

授
業
を
行
う
「
わ
く
わ
く
理
科
授
業
」
を

企
画
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
の
理
科
に
対

す
る
興
味
や
関
心
な
ど
学
習
意
欲
の
向
上

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
さ
ら
に
地

域
と
学
校
の
連
携
や
協
力
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
事
業
」
は
、
将
来
的

に
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

家
庭
教
育
の
そ
れ
ぞ
れ
を
支

援
す
る
た
め
の
連
携
し
た
体

制
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
、

体
制
づ
く
り
の
土
台
を
築
く

た
め
に
、「
学
校
支
援
地
域
本

部
」
を
中
核
と
し
た
学
校
支

援
の
組
織
の
構
築
を
進
め
て

な
ど
の
「
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
配
置

し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
市
で
は
、「
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
の
育
成
を
引
き
続
き
行
う
と

と
も
に
、
市
内
　
中
学
校
全
区
に
「
学
校

11

支
援
地
域
本
部
」
を
設
置
す
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、「
学
校
支
援
地
域
本
部
」
を
中

心
に
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

 

特集：夢に向かって　子どもたちの未来を地域や市で応援

な
ど
の
専
門
的
な
人
材
を
導

入
し
た
授
業
の
調
整
を
行
っ

た
り
、「
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
の
調
整
や
派
遣
も

行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

　『
お
互
い
様
の
精
神
』と『
お
節
介
な

大
人
』が
昔
の
よ
う
に
い
る
地
域
が
、

子
ど
も
を
育
て
る
地
域
と
し
て
理
想

で
す
ね
。

　
そ
の
た
め
に
も
大
人
が
人
生
を
楽

し
め
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
、で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と

を
無
理
せ
ず
に
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
、受
け
手
も
や
り
手
も
楽

し
め
る
地
域
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

受
け
手
も
や
り
手
も
楽
し
め
る
場
に

　
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
川
崎
貴
志
さ
ん（
野
田
）

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、よ
り
多
く

の
体
験
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
、心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か

な
心
を
育
て
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
私
は
、日
本
の
楽
器
を
通
じ
て
、

心
の
交
流
が
計
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
で
も
、よ
り
多
く
の
人
た
ち

が
力
を
出
し
合
い
助
け
合
う
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

箏
を
通
じ
て
心
の
交
流
を

　
オ
ー
プ
ン
サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
指
導
者

　
　
　
　
辺
見
眞
由
美
さ
ん（
宮
崎
）

　
小
学
校
で
本
の
読
み
聞
か
せ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
、子
ど

も
た
ち
に
接
し
て
い
ま
し
た
。み

ん
な
好
奇
心
旺
盛
で
、い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
知
り
た
が
り
ま
す
。

　
生
き
物
の
図
鑑
を
見
な
が
ら
、環

境
問
題
に
ま
で
話
が
広
が
る
こ
と

も
あ
り
、今
後
も
、図
書
室
で
勉
強

し
て
い
く
な
か
で
、地
域
に
貢
献
で

き
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

子
ど
も
の
好
奇
心
を
地
域
に

　
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
指
導
者

　
　
野
和
田
睦
子
さ
ん（
関
宿
元
町
）

　
凧
あ
げ
や
水
鉄
砲
な
ど
、
私

た
ち
の
子
ど
も
の
こ
ろ
の
遊
び

を
、
次
の
世
代
に
も
伝
え
た
い

で
す
ね
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
世
代
を
超

え
て
私
た
ち
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
一
緒
に
楽
し
め

る
行
事
を
た
く
さ
ん
設
け
て
、
ど

ん
ど
ん
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

伝
承
遊
び
を
次
世
代
へ

　
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
深
井
福
三
さ
ん（
尾
崎
）



　
市
で
は
、平
成
　
年
度
に
　
施
設
、

18

14

　
年
度
に
　
施
設
、
今
年
度
は
２
施

19

10

設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、

民
間
活
力
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、

経
費
の
削
減
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
保
育
所
で
は
、　
年
度
に
あ
た
ご

18

保
育
所
と
南
部
保
育
所
、　
年
度
に

19

は
尾
崎
保
育
所
、ま
た
、　
年
４
月
か

20

ら
は
、古
布
内
保
育
所
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
、
休
日
保
育
や
延

長
保
育
の
拡
充
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
で
は
、　
年
４
月
か

22

ら
清
水
保
育
所
（
清
水
　
番
地
・
定

881

員
　
人
）
に
も
、
同
制
度
を
導
入
し
、

120

指
定
管
理
者
を
募
集
・
指
定
す
る
予

定
の
た
め
、
募
集
要
項
の
配
布
や
現

場
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
要
項
配
布
期
間
・
場
所
】
１

月
　
日
鍾
ま
で
の
８
時
　
分
～
　
時

27

30

17

　
分
（
土
・
日
・
□祝 
を
除
く
）・
児
童

15家
庭
課

【
現
場
説
明
会
】
１
月
９
日
鞘
　
時
10

か
ら
市
役
所
で
募
集
要
項
の
説
明
後
、

　
時
　
分
か
ら
清
水
保
育
所
で

13

30

※
現
場
説
明
会
以
外
に
、
同
様
の
説

明
の
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。詳
細
は
、

募
集
要
項
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

療
育
費
を
考
え
る
講
演
と
相
談
会

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
や

父
、
ま
た
、
今
後
避
け
が
た
い
離
婚

を
控
え
た
市
民
の
方
を
対
象
に
、「
療

育
費
問
題
セ
ミ
ナ
ー
」
を
総
合
福
祉

会
館
で
開
催
し
、
講
演
会
と
弁
護
士

に
よ
る
個
別
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
　
日
醤
　
時
～
　
時

22

13

16

　
分
（
講
演
会
は
　
時
、
相
談
は
　

30

13

15

時
か
ら
）

【
講
演
会
】
須
賀
昭
徳
氏
（
山
梨
学

院
大
学
教
授
）に
よ
る「
養
育
費
相
談

の
現
状
と
事
例
」、
清
田
乃
り
子
氏

（
弁
護
士
）
に
よ
る
「
養
育
費
の
取
り

決
め
等
に
あ
た
っ
て
の
法
的
助
言
」

と
題
し
た
講
演

【
個
別
無
料
相
談
】
定
員
６
人
（
抽

選
）。
た
だ
し
、
裁
判
で
訴
訟
、
調
停

中
の
方
は
不
可

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
２
月
６
日
鞘

ま
で
に
電
話
か
直
接
児
童
家
庭
課
へ

講
演
会
で
子
育
て
の
不
安
を
軽
減

　
市
で
は
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安

を
軽
減
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
２
月

１
日
醤
　
時
　
分
か
ら
、市
役
所
８

13

30

階
大
会
議
室
で
「
心
の
ケ
ア
」
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
講
師
】
湯
澤
直
美
氏
（
立
教
大
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
准
教
授
）

【
演
題
】「
子
ど
も
時
代
の
し
あ
わ
せ

平
等
の
た
め
に
」
～
現
代
家
族
と
子

ど
も
の
貧
困
～

【
そ
の
他
】手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
、

託
児
サ
ー
ビ
ス
（
２
歳
か
ら
就
学
前

ま
で
）
あ
り
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

中
小
・
小
規
模
企
業
の
緊
急
保
証
制
度

　
中
小
企
業
庁
で
は
平
成
　
年
　
月

20

10

に
ス
タ
ー
ト
し
た
中
小
・
小
規
模
企
業

の
緊
急
保
証
の
枠
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
緊
急
保
証
は
、
各
種
製
造
業
や
小

売
・
販
売
業
、建
設
・
不
動
産
業
な
ど

　
の
業
種
を
対
象
に
、一
般
保
証
８
千

698万
円
に
加
え
て
、別
枠
で
８
千
万
円（
担

保
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
億

円
）ま
で
の
資
金
繰
り
支
援
を
行
う
制

度
で
、
信
用
保
証
協
会
の
　
パ
ー
セ

100

ン
ト
保
証
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
業
種
な
ど
の
詳
細
は
、
中
小

企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
関
東
経

済
産
業
局
中
小
企
業
課
☎
　（
　
）０

048
600

３
３
４
へ

【
問
合
せ
】
商
工
課

　
市
で
は
、「
障
害
者
基
本
法
」
に
基

づ
き
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
目
指
す
た
め
、「
障
害
者
基
本

計
画
第
二
次
改
訂
版
」
を
平
成
　
年
18

度
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」に
基

づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
な
が
ら
も
、関

係
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た

交
通
費
や
傷
害
保
険
料
の
助
成
、グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
等
運
営
費
の
補
助
な
ど

市
独
自
の
支
援
策
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
同
年
度
に
障
害
者
の
地

域
生
活
へ
の
移
行
や
就
労
支
援
な
ど

の
重
要
課
題
に
計
画
的
に
取
り
組
む

た
め
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
値
を

数
値
で
設
定
す
る「
障
害
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
、
様
々
な
事
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
同
計
画
の
期
間
が
　
年
20

度
ま
で
で
あ
る
こ
と
や
、
よ
り
地
域

の
現
状
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
進
め
る
た
め
、「
第
２
期
野
田
市

障
害
福
祉
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、策
定
に
あ
た
り
、「
計
画
の

素
案
」
を
作
成
し
て
公
表
し
、
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
す
る
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」（
※
）を
実
施

し
ま
す
。
意
見
の
募
集
期
間
は
１
月

７
日
鐘
か
ら
２
月
６
日
鞘
ま
で
で
す
。

【
素
案
閲
覧
場
所
】
社
会
福
祉
課
、

市
役
所
と
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政

資
料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図

書
館
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】
任
意
の
書
式
で
直
接

持
参（
土
・
日
・
□祝 
を
除
く
）か
郵
送（
２

月
６
日
の
消
印
有
効
）、フ
ァ
ク
ス
で

「
第
２
期
野
田
市
障
害
福
祉
計
画（
素

案
）
に
対
す
る
意
見
」
と
明
記
し
、

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
社
会

278
福
祉
課
思
７
１
２
３
 
１
０
９
５
へ

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
提
出
可
。

意
見
の
概
要
や
市
の
考
え
方
な
ど
は
、

個
人
情
報
を
除
き
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

※「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」と
は
、

基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
計
画
や
条
例
を

制
定
す
る
時
に
、事
前
に
案
を
公
表
し
て
、

広
く
市
民
か
ら
意
見
や
情
報
を
募
集
し
、

市
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
手
続
き
で
す
。

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課

－

－

兇

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

 清
水
保
育

清
水
保
育
所所
のの
指
定
管
理
者
募

指
定
管
理
者
募
集集

 「
障
害
福
祉
計

「
障
害
福
祉
計
画画
」」

　
　
第
２
期
策

第
２
期
策
定定
にに
ご
意
見

ご
意
見
をを

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距



野
田
市
成
人
式

に
出
席
を
希
望

す
る
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
野
田
市
成
人
式
を
、
１
月
　
日
鉦

12

　
時
　
分（
受
付
開
始
は
　
時
）か
ら

10

30

10

総
合
公
園
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

【
対
象
】
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
平

63

成
元
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
市
外
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
で
、

総
合
公
園
体
育
館
で
成
人
式

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

水
道
埋
設
管
の
漏
水
調
査

　
市
で
は
、む
だ
な
水
を
無
く
す
よ
う
、

道
路
に
埋
設
し
て
い
る
水
道
管
や
、各

家
庭
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
給
水
管

（
メ
ー
タ
ー
ま
で
）の
漏
水
調
査
を
、毎

年
地
域
を
決
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は（
株
）リ
ク
チ
漏
水
調
査
に

委
託
し
ま
す
が
、各
家
庭
に
訪
問
の
際

に
は
必
ず
本
人
確
認
書
類
を
携
行
し
、

市
の
腕
章
を
着
用
し
ま
す
の
で
ご
確

認
の
う
え
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
本
年
度
調
査
地
域
】
尾
崎
、
岩
名
、

岩
名
一
丁
目
、
岩
名
二
丁
目
、
春
日

町
、
五
木
、
五
木
新
町
、
谷
津
、
吉

春
、
野
田
、
中
野
台
、
中
野
台
鹿
島

町
、
上
花
輪
、
上
花
輪
新
町
、
清
水
、

堤
台
、
宮
崎
、
横
内
、
中
根
、
桜
台

※
い
ず
れ
も
地
域
の
一
部
が
対
象

【
期
間
】
１
月
中
旬
～
３
月
下
旬

【
問
合
せ
】
水
道
部
工
務
課
給
水
係

☎
７
１
２
４
 
５
１
４
６

－

　
４
月
か
ら
保
育
所
と
学
童
保
育
所

に
入
所
を
希
望
す
る
乳
幼
児
と
児
童

の
募
集
を
、１
月
６
日
か
ら
始
め
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
申
込
用
紙
の
配
布
と
受

付
は
、児
童
家
庭
課
、
関
宿
支
所
、
各

出
張
所
で
、
受
付
は
１
月
６
日
鍾
～

２
月
　
日
鍾
の
８
時
　
分
～
　
時
　

10

30

17

15

分
（
土
・
日
・
□祝 
を
除
く
）
で
す
。

　
な
お
、
認
可
保
育
所
で
は
保
育
所

分
の
申
込
用
紙
の
配
布
・
受
付
と
学

童
保
育
所
分
の
配
布
を
行
い
、
学
童

保
育
所
で
は
、
学
童
保
育
所
分
の
申

込
用
紙
の
配
布
の
み
行
い
ま
す
。

◎
保
育
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
保
育
所
の
入
所
基
準
】
乳
幼
児
の

保
護
者
、同
居
の
親
族
な
ど
が
、①
常

に
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
、

②
妊
娠
中
か
出
産
後
間
が
な
い
方
、③

疾
病
や
負
傷
、
精
神
、
身
体
に
障
害

の
あ
る
方
、
④
同
居
し
て
い
る
親
族

を
常
に
介
護
し
て
い
る
方
、⑤
そ
の
他

①
か
ら
④
に
類
す
る
状
態
に
あ
る
方

※
入
所
基
準
に
合
致
し
て
も
、
定
員

に
よ
り
入
所
保
留
と
な
る
場
合
あ
り

【
開
所
時
間
】
７
時
～
　
時
（
時
間

19

外
保
育
を
含
む
）。た
だ
し
、あ
た
ご
・

尾
崎
・
古
布
内
の
保
育
所
、（
仮
称
）

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
ア
ス
ク
七
光
台
保
育

園
は
　
時
、
コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー
ル

20

の
だ
と（
仮
称
）同
ス
ク
ー
ル
せ
き
や

ど
の
保
育
園
は
　
時
（
上
は
　
時
）、

20

18

◎
学
童
保
育
所
　
　
　
　
　
　
　

【
学
童
保
育
所
の
入
所
基
準
】
保
護

者
が
就
労
や
家
庭
の
事
情
な
ど
で
、

家
庭
保
育
が
困
難
で
、
原
則
と
し
て

市
内
の
小
学
校
に
就
学
中
の
１
～
４

年
生
の
児
童
が
対
象

【
開
所
時
間
】
小
学
校
下
校
時
間
か

ら
　
時
　
分
ま
で
。
土
曜
日
や
小
学

18

30

校
の
夏
休
み
な
ど
の
期
間
は
８
時
か

ら
　
時
　
分
ま
で
。た
だ
し
、公
立
で

18

30

民
間
の
事
業
者
が
運
営
を
行
う
三
ケ

尾
・
関
宿
・
南
部
・
二
川
・
北
部
・

み
ず
き
の
学
童
保
育
所
と
、
私
立
の

南
部
第
二
学
童
保
育
所
は
、　
時
ま

19

で
保
育
時
間
を
延
長

※
い
ず
れ
も
、
結
果
の
通
知
は
３
月
上

旬
の
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課
（
保
育
所

の
こ
と
は
各
保
育
所
で
も
可
）

 保保
育育
所所
とと
学
童
学
童
保保
育
所
育
所
でで

４

　
　
   ４
月月
のの
入
所
児
募
集

入
所
児
募
集

南
部
保
育
所
は
　
時
、
聖
華
保
育
園

22

は
　
時（
上
は
　
時
）ま
で

21

18

※
あ
た
ご
・
尾
崎
・
古
布
内
・
南
部
の
保

育
所
は
、指
定
管
理
者（
民
間
会
社
）が

運
営
を
行
う
公
立
保
育
所
で
す
。ま
た
、

（
仮
称
）キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
ア
ス
ク
七
光
台
、

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー
ル
の
だ
と（
仮
称
）

同
ス
ク
ー
ル
せ
き
や
ど
、聖
華
の
保
育

園
は
、民
間
の
事
業
者
が
運
営
を
行
う

私
立
保
育
園
で
す
。

１
月
　
日
に
消
防
出
初
式

11

　
市
内
の
消
防
車
両
が
一
堂
に
会
し

て
、
消
防
出
初
式
を
文
化
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
な
ど
で
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
７
時
に
サ
イ
レ
ン
と
半

鐘
が
鳴
り
ま
す
が
、
火
災
と
間
違
え

　
分
、
第
１
部
（
式
典
）
は
文
化
会

50館
、
第
２
部
（
は
し
ご
乗
り
や
中
央

小
学
校
に
よ
る
吹
奏
楽
、
消
防
車
両

の
一
斉
放
水
な
ど
）
は
文
化
セ
ン
タ

ー
駐
車
場

※
第
１
部
実
施
中
は
、
は
し
ご
車
、

ミ
ニ
消
防
車
、
防
火
衣
な
ど
を
展
示

し
、試
乗
や
写
真
撮
影
も
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
警
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
３

－

な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
会
場
】

１
月
　
日
醤
９

11

時
　
分
～
　
時

30

11

とび職の方のはとび職の方のはししごご乗乗りりもも

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

実行委員会による企画実行委員会による企画もも

  市
と
の
取
引
は
入
札
参
加
申
請
を

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
平
成
　
・
　
年
度
の「
入
札
参
加
資

21
22

格
審
査
申
請
書
」の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
申
請
の
受
付
は
、
１
月
９
日

鞘
ま
で
で
、
申
請
要
領
や
様
式
な
ど

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
管
財
課

窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。
提
出
は
、

郵
送
か
宅
配
便
で
、
市
内
の
業
者
は

管
財
課
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、申
請
書
の
記
載
方
法
な
ど
が

前
回
と
変
更
し
て
い
る
部
分
が
あ
り

ま
す
の
で
、要
領
を
熟
読
し
、誤
り
や

不
足
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
間
は
、　
年
１
月
９
日
鞘

21

ま
で
で
、
登
録
期
間
は
、　
年
４
月

21

１
日
か
ら
　
年
３
月
　
日
ま
で
で
す
。

23

31

　
な
お
、
水
道
関
係
の
入
札
参
加
資

格
申
請
は
、
水
道
部
（
中
根
　
・
☎

324

７
１
２
４
 
５
１
４
５
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
管
財
課
契
約
係

－

競
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講
座
・
教

講
座
・
教
室室

◆
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

ミ
ニ
講
座
な
ど
　
①
保
育
所
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
…
１
月
　
日
鍾
　

13

10

時
　
分
～
　
時
　
分
。東
部
保
育

30

11

30

所
所
長
に
よ
る
保
育
内
容
の
説
明

や
園
内
見
学
な
ど
。先
着
　
組
。②

20

応
急
手
当
講
習
会
…
１
月
　
日
障

29

　
時
～
　
時
　
分
。市
消
防
署
員

10

11

30

に
よ
る
応
急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
。

乳
幼
児
の
い
る
家
族
。先
着
　
組
。

15

１
月
５
日
鉦
か
ら
電
話
で
同
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
各
地
区
で
健
康
づ
く
り
料
理
講

習
会
　
①
郷
土
料
理
…
１
月
　
日
15

障
川
間
公
民
館
で
。
②
貧
血
予
防

料
理
…
１
月
　
日
鐘
七
光
台
会
館

28

で
。
③
メ
タ
ボ
予
防
料
理
…
１
月

　
日
障
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
い
ず

29れ
も
９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
材

30

13

30

料
費
　
円
。
エ
プ
ロ
ン
や
三
角
巾

300

な
ど
を
持
参
。
①
②
は
　
人
、
③

24

は
　
人（
先
着
）。
開
催
日
の
　
日

36

10

前
ま
で
に
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８
へ

◆
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
で
楽
し
も
う
」　
１
月
　22

―

―

日
～
２
月
５
日
の
毎
週
障
　
時
～

10

正
午
野
田
公
民
館
で
。全
３
回
。画

像
の
取
り
込
み
方
や
加
工
方
法
な

ど
。　
歳
以
上
の
市
民
で
デ
ジ
タ

20

ル
カ
メ
ラ
を
持
参
で
き
、キ
ー
ボ
ー

ド
と
マ
ウ
ス
操
作
が
可
能
な
方
。　20

人（
抽
選
）。テ
キ
ス
ト
代
　
円
。１

500

月
　
日
上
必
着
で
往
復
は
が
き（
住

10
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）か
返

信
用
は
が
き
を
持
参
で
〒
　
 
０

278

０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田
公
民

168

館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

イ
ベ
ン

イ
ベ
ン
トト

◆
１
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親

子
で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
野
田
幼
稚
園
で
園
庭
開
放
　
１

月
　
日
鍾
９
時
　
分
～
　
時
　

13

30

10

45
―

―

―

分
。
親
子
で
保
育
体
験
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
。未
就
園
児
の
親
子
。

当
日
会
場
受
付
。
問
同
幼
稚
園
☎

７
１
２
２
 
２
４
５
０

◆
東
葛
飾
地
方
小
学
校
家
庭
科
、

中
学
校
技
術
・
家
庭
科
作
品
展
　

１
月
　
日
鞘
～
　
日
醤
９
時
～
　

16

18

18

時
さ
わ
や
か
県
民
プ
ラ
ザ（
柏
市
）

で
。
小
中
学
生
が
授
業
で
製
作
し

た
作
品
の
展
示
。
問
指
導
課

◆
税
に
関
す
る
書
道
・
作
文
展
　

１
月
　
日
鞘
～
　
日
障
８
時
　
分

16

22

30

～
　
時
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

19
リ
ー
で
。
小
学
生
の
書
道
や
作
文

の
優
秀
作
品
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
。

問
収
税
課

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室
　
１
月
　
日
17

上
　
時
か
ら
と
　
日
醤
９
時
か
ら

13

18

北
部
公
民
館
で
。全
２
回
。　
人
15

（
抽
選
）。参
加
費
　
円
。１
月
９
日

500

鞘
必
着
で
往
復
は
が
き（
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）で
〒
　
 
８

278

５
５
０
野
田
市
役
所
企
画
調
整
課

内
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
。問

山
本
☎
７
１
２
２
 
３
８
９
２

◆
凧
あ
げ
大
会
　
１
月
　
日
上
　

24

10

時
か
ら
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場（
荒
天

時
は
関
宿
子
ど
も
館
で「
 凧
 」を
テ

た
こ

ー
マ
に
し
た
講
話
）、　
時
か
ら
は

13

七
光
台
小
学
校
校
庭（
雨
天
中

止
）、　
日
醤
　
時
　
分
か
ら
は
野
田

25

10

30

市
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
広
場（
荒

―

―

―

天
時
は
２
月
１
日
醤
）で
。自
作
の
凧

（
和
製
・
ビ
ニ
ー
ル
製
）を
持
参
で
き

る
方（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）。事
前

に
各
子
ど
も
館
に
申
込
む
。問
関
宿

子
ど
も
館
☎
７
１
９
８
 
３
４
５
６

◆
お
し
ば
い
鑑
賞
会
　
１
月
　
日
31

上
　
時
～
正
午
と
　
時
～
　
時
中

11

14

15

央
公
民
館
で
。「
く
ま
の
が
っ
き
や

さ
ん
」を
語
り
な
が
ら
楽
器
演
奏
も
。

小
学
生
以
下（
未
就
学
児
は
保
護
者

同
伴
）。各
回
先
着
　
人
。各
子
ど
も

240

館
で
配
布
し
て
い
る
整
理
券
を
持

参
し
当
日
会
場
へ
。問
う
め
さ
と
子

ど
も
館
☎
７
１
２
４
 
９
１
０
６

◆
文
化
会
館
自
主
事
業
「
林
家
正

蔵
・
林
家
い
っ
平
落
語
二
人
会
」　

２
月
８
日
醤
　
時
か
ら
文
化
会
館

14

（
☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５
）で
。Ｓ

席
２
千
　
円
、Ａ
席
２
千
円
。前
売

800

り
は
文
化
会
館
、欅
の
ホ
ー
ル
３
階

総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
、ジ
ャ
ス
コ
ノ
ア

店
、ブ
ッ
ク
ス
エ
ン
ド
ウ
川
間
店
・
関

宿
店
、い
な
げ
や
野
田
み
ず
き
店
、お

茶
の
あ
ら
き
園（
坂
東
市
）で
発
売
中
。

募募
　
集集

◆
平
成
　
年
度
保
育
所
・
学
童
保

21

育
所
・
子
ど
も
館
の
臨
時
職
員
　

保
育
所
…
①
臨
時
保
育
士（
要
保

育
士
資
格
）②
看
護
師（
要
看
護
師

資
格
）。学
童
保
育
所
…
③
学
童
指

導
員（
保
育
士
・
教
員
資
格
取
得
者

―
―

―

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
１
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

１
月
５
日
鉦
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
８
・
　
・
　
・

１４
２０

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

２１
２７

29

６０

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

１４

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

１４
３０

21

１８

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。□市 
＝
　
日
。

１４

２０

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

15

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

１９
２７

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約（
１
月
５
日
鉦
９
時
か
ら
）

１５

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。
鉦
～
障

９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
。個
別
相
談（
要
予
約
）、
就
労
の
た
め
の「
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
作
成
。
鉦
９
時
～
　
時
、
鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時
。

35

２７

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参
加
相
談（
社
会
教
育
課
）

◆
一
般
相
談
　
①
地
域
参
加
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。
鉦
～
鞘

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）。②
す
で
に
地
域
参
加
を
し

30

17

15

―

―

―

保
育
所
名

東

部

南

部

清

水

中

根

福

田

木
間
ケ
瀬

古
布
内

あ
た
ご

花

輪

尾

崎
開
放
日

８
日
障

　
日
障

22９
日
鞘

　
日
鍾

13　
日
鍾

13　
日
鐘

14　
日
鐘

14　
日
鐘

14　
日
鐘

14　
日
鍾

20　
日
鐘

21

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

共
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襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
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襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　
２
月
２
日
鉦
ま
で
の
納
期
の
市

税
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
県
民
税（
普
通
徴
収
４
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税（
７
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
７
期
）

④
介
護
保
険
料（
７
期
）

【
問
合
せ
】①
は
収
税
課
、②
③
は
国

保
年
金
課
、④
は
高
齢
者
福
祉
課

て
い
る
方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供
。
第
１
～
４
鐘
９
時
～
　17

時
。
電
話
予
約（
５
日
前
ま
で
）

◆
専
門
相
談
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
生
き
が
い
な
ど
。
第
２
・
４
障
９

時
～
　
時
。
電
話
予
約（
３
日
前
ま
で
）

16

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９
）

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時

13

16

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
害
者
の
相
談
か
ら

就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
発
達
教
育（
　

13

30

16

１９

日
）、生
活
療
育（
８
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

２２

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

２７

２９

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
害

10

者（
６
日
）、知
的
障
害
者（
７
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時
　

２０

13

30

分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
害
者（
６
日
）、身
体
障
害
者（
７
日
）、

15

30

精
神
障
害
者（
　
日
）。
電
話
予
約

２０

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療

15

17

14

16

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

そ
の
他
の
相
談

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
相
続
手
続
や
法
人
設
立
な
ど
。　
日
鞘

23

　
時
～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
問
千
葉
県
行

10

14

政
書
士
会
東
葛
支
部
・
岩
本
☎
７
１
２
９
 
１
８
６
７

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

13

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―

―

―

―

◆
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
　

経
済
産
業
省
で
、製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
毎
年
　
月
　
日
現

12

31

在
で
実
施
。対
象
事
業
所
に
は
、１

月
中
旬
か
ら
顔
写
真
入
り
の「
調
査

員
証
」を
携
行
し
た
調
査
員
が
調
査

票
の
回
収
に
訪
問
。問
行
政
管
理
課

◆
市
民
課
で
電
子
証
明
書
付
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
時
間
延

長
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申

告
を
す
る
際
に
必
要
と
な
る
同
カ

ー
ド
の
発
行
は
、
１
月
６
日
鍾
～

３
月
　
日
障
の
間
の
鍾
・
障
に
限

12

り
　
時
ま
で
に
。
問
市
民
課

19
◆
４
月
か
ら
教
員
免
許
更
新
制
が

実
施
　
免
許
状
が
あ
り
県
の
講
師

と
し
て
勤
務
希
望
で
、
修
了
確
認

期
限
が
過
ぎ
て
い
る
方
は
、免
許
状

更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
に
。詳
し

く
は
千
葉
県
教
職
員
課
☎
　（
　
）

043
223

４
０
４
３
へ
。
問
学
校
教
育
課

護
保
険
事
業
計
画
推
進
等
委
員
会

の
傍
聴
　
１
月
　
日
鐘
　
時
　
分

14

13

30

か
ら
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。

先
着
　
人
。　
時
か
ら
受
付
。
問

10

13

高
齢
者
福
祉
課

◆
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
傍
聴
　
１
月
　
日
障
９
時
　
分

15

30

か
ら
市
役
所
５
階
　
・
　
会
議
室

511

512

で
。
先
着
５
人
。
９
時
か
ら
受
付
。

問
行
政
管
理
課

◆
　
歳
到
達
月
の
高
額
療
養
費
自

75
己
負
担
額
が
１
月
１
日
か
ら
変
更

　
　
歳
に
な
る
月
は
国
民
健
康
保

75
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
と
、
長

寿
医
療
制
度
の
負
担
限
度
額
が
そ

れ
ぞ
れ
半
分
に
。
長
寿
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
な
り
被
扶
養
者
が

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
場
合
も

同
様
。
平
成
　
年
４
月
か
ら
　
月

20

12

ま
で
の
間
の
該
当
者
に
は
差
額
の

支
給
を
通
知
。
問
国
保
年
金
課

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

　
正
常
眼
圧
緑
内
障

　
緑
内
障
は
、
眼
球
内
の
圧
力
が
上
昇
す
る
こ
と

に
よ
り
、
視
神
経
が
障
害
さ
れ
て
視
野
が
狭
く
な

る
病
気
で
す
。

　
正
常
な
眼
圧
値
は
、　
～
　
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
水

10

21

銀
柱
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
眼
圧
が
正
常
範
囲
内

で
も
視
神
経
が
障
害
さ
れ
る
、「
正
常
眼
圧
緑
内
障

（
Ｎ
Ｔ
Ｇ
）」
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
お
り
、
緑
内

障
全
体
の
約
７
割
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
視
神
経
の
抵
抗
力
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
抵
抗

力
の
弱
い
人
は
、
た
と
え
眼
圧
が
正
常
値
内
で
も

視
神
経
が
障
害
さ
れ
、
緑
内
障
を
発
症
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
正
常
眼
圧
緑
内
障
に
か
か
っ
て
も
、
自
覚
症
状

が
な
く
進
行
が
遅
い
た
め
、
気
が
つ
い
た
と
き
に

は
、
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
定
期
的
に
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　
　
　
　
　
　（
Ｓ
・
Ｋ
）

市
税
な
ど
の
納
期（
１
月
）

優
先
）。子
ど
も
館
…
④
児
童
厚
生

員（
要
保
育
士
か
教
員
資
格
）。い
ず

れ
も
有
給
休
暇
あ
り
、通
勤
手
当
支

給
。①
③
④
は
社
会
保
険
加
入
。勤

務
場
所
や
曜
日
、時
間
な
ど
の
詳
細

は
児
童
家
庭
課
へ

◆
小
中
学
校
臨
時
職
員
の
事
前
登

録
者
　
①
少
人
数
授
業
等
講
師
＝

鉦
～
鞘
の
８
時
　
分
～
　
時
（
週

15

17

１
日
は
　
時
　
分
ま
で
）
と
隔
週

12

15

上
８
時
～
正
午
（
実
働
　
時
間
）。

40

小
学
校
の
算
数
な
ど
を
指
導
。
②

特
別
支
援
学
級
介
助
員
＝
鉦
～
鞘

（
実
働
１
日
あ
た
り
５
時
間
か
７

時
間
）。③
音
楽
非
常
勤
講
師
＝
鉦

～
鞘
の
８
時
　
分
～
　
時
（
実
働

15

17

　
時
間
）。④
理
科
指
導
助
手
＝
鉦

40～
鞘（
実
働
１
日
あ
た
り
７
時
間
。

週
１
～
５
日
）。①
②
④
は
要
教
員

免
許
状
。
③
は
要
中
学
校
音
楽
の

教
員
免
許
状
。
い
ず
れ
も
有
給
休

暇
あ
り
。
通
勤
手
当
支
給
。
社
会

保
険
加
入
は
勤
務
時
間
に
よ
る
。

４
月
１
日
以
降
、欠
員
分
を
採
用
。

問
学
校
教
育
課

相
談
・
そ
の

相
談
・
そ
の
他他

◆
栄
養
相
談
会
　
１
月
　
日
鍾
９

13

時
　
分
～
　
時
　
分
と
　
時
～
　

30

11

30

13

16

時
　
分
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
１

30
２
５
 
１
１
８
８
）で
。管
理
栄
養

士
が
対
応
。
母
子
健
康
手
帳
や
健

康
手
帳
を
持
参
。当
日
会
場
受
付
。

◆
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
　
選
挙
人
資
格
は
、

平
成
元
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
市
民
で
、　
ア
ー
ル
以
上
の
農

10

地
に
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
か
、そ

の
同
居
の
親
族
で
年
間
約
　
日
以

60

上
耕
作
に
従
事
す
る
方
。１
月
　
日
10

上
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

◆
野
田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介

―

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
１
月
　
日
□金 
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た

２３

10

い
方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

凶

◎
市
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
。
手
続
き
な
ど
の
問
合
せ
は
収
税
課
へ

247医師会だより



　「まめバス」は、平成１５年６月の野田
市と関宿町の合併による行政改革効果で
生まれた新たな財源を生かし、新市の一
体感を醸成する重点事業のひとつとして、
１６年１月９日から運行を始めました。車
体は枝豆、大豆、小豆の色とし、枝豆のオブ
ジェを屋根にのせた独自のデザインです。
　また、愛称は市民から募集し、３００件

を超える中から、野田市が全国有数の
枝豆の産地であることや、小回りのき
くミニサイズであること、皆さんにこ
まめに乗ってもらいたいことから、「ま
めバス」に決定しました。
　北は関宿城博物館、南は福田、今上地
区までの６ルートで、運賃は１００円（小学
生と障害者は５０円、乳幼児は無料）です。
＜問合せ＞企画調整課

　
体
が
宙
に
浮
い
て
し
ま
う
手
遊

び
「
フ
ン
グ
リ
コ
ン
グ
リ
」、
本
の

登
場
人
物
が
校
庭
で
遊
ぶ
「
な
ん

の
話
」、学
校
で
起
こ
る
ふ
し
ぎ
な

出
来
事
を
図
工
室
の
先
生
が
語
り

ま
す
。
聞
き
に
く
る
お
客
も
ふ
し

ぎ
な
人
？
ば
か
り
。

New Books
興風図書館の推せん図書

興風図書館拶７１２３-７６１１
南 図 書 館拶７１２５-７９８１
北 図 書 館拶７１２９-８８１１
せきやど図書館拶７１９８-４９４６

　
日
本
に
は
、
世
界
を
代
表
す
る

名
作
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
作
品
と
所
蔵
す
る
美
術
館
を
カ

ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
り
、
家
で
本
を
見
た
り
楽

し
み
方
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

「フングリコングリ」
岡田淳・作・絵
偕成社

講
演
会
・
教
室

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室「
ヨ
ガ
初
心
者
教
室
」　
１
月
９

日
～
　
日
の
毎
週
鞘
　
時
～
　
時
同

30

14

15

体
育
館
で
。全
４
回
。　
歳
以
上
の
女

20

性
。　
人（
抽
選
）。参
加
費
千
　
円
ヨ

30

500

ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
。１

月
６
日
鍾
必
着
で
電
話
か
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

☎
を
明
記
し
、１
家
族
１
通
で
〒
　
 
270

０
２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体

401

育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
寺
子
屋
講
座
　
①
松
本
伸
一
氏

（
陶
芸
サ
ロ
ン
主
宰
）
に
よ
る
「
陶 －

－

芸
を
見
つ
け
た
道
」
と
題
し
た
ま
ち

の
仕
事
人
講
話
。②
大
越
 裕
  代
 氏（
オ

ひ
ろ
 よ

イ
ル
療
法
講
師
）に
よ
る「
オ
イ
ル
と

ア
ロ
マ
の
身
体
へ
の
作
用
」
と
題
し

た
芸
道
文
化
講
座
。
い
ず
れ
も
１
月

　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
市
民

18

13

30

15

30

会
館
で
。
先
着
各
　
人
。
費
用
一
般

20

　
円
、
学
生
　
円
、
５
歳
～
小
学
生

500

250

　
円
。
事
前
に
 
野
田
文
化
広
場
☎

100７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
福
祉
輸
送
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
　

１
月
　
日
鉦
～
２
月
　
日
鞘
９
時
　

26

13

30

分
～
　
時
千
葉
情
報
経
理
専
門
学
校

16

（
千
葉
市
）
で
。
全
５
回
。　
～
　

60

65

歳
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
と
普
通

－

運
転
免
許
資
格
の
あ
る
方
。　
人
30

（
抽
選
）。１
月
　
日
鍾
必
着
で
往
復

13

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎

を
明
記
し
、
〒
　
 
０
０
１
３
千
葉

260

市
中
央
区
中
央
３
 
９
 
　
（
社
）

16

千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
☎
　（
　
）５
１
１
２
へ

043
227

◆
野
田
市
自
閉
症
協
会
講
演
会
　
１

月
　
日
障
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会

29

10

館
で
。 田
  熊
  立
 氏（
千
葉
県
発
達
障
害

た
 く
ま
 り
つ

者
支
援
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）に

よ
る「
知
的
な
ハ
ン
デ
ィ
の
少
な
い
発

達
障
害
の
方
の
理
解
と
支
援
～
思
春

期
」と
題
し
た
講
演
。費
用
　
円
。事
前

500

に
大
野
☎
７
１
２
９
 
２
５
５
７
へ

◆
知
っ
て
お
き
た
い
「
こ
こ
ろ
」
の

は
な
し
　
１
月
　
日
上
　
時
～
　
時

31

13

15

　
分
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。
肥

30田
裕
久
氏
（
精
神
科
医
）
に
よ
る「
悩

－－

－

－

み
な
が
ら
豊
か
に
生
き
る
」
と
題
し

た
講
演
な
ど
。
先
着
　
人
。
当
日
会

150

場
受
付
。
問
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
さ
く
ら
☎
７
１
２
４
 
６
２
８
５

◆
千
葉
県
看
護
師
協
会「
看
護
師
復

職
支
援
講
習
会
」　
２
月
９
日
月
～

　
日
金（
　
日
鐘
を
除
く
）の
９
時
～
　

13

11

16

時
小
張
総
合
病
院
で
。全
４
回
。看
護

師
資
格
を
有
し
、医
療
機
関
へ
の
復
帰

を
考
え
て
い
る
方
。
費
用
３
千
円（
保

険
、資
料
代
含
む
）。１
月
　
日
火
必
着

20

で
は
が
き（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・☎
を
明

記
）で
〒
　
 
８
５
０
１
横
内
　
 
１

278

29

小
張
総
合
病
院
看
護
部
へ
。問
同
病
院

企
画
室
☎
７
１
２
２
 
６
７
０
２

イ
ベ
ン
ト

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
 筝
 ・尺
八
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
新
春
の
響

こ
と

－

－

－

－

き
」　
１
月
９
日
鞘
　
時
　
分
～
　

12

30

13

時
市
役
所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。「
草

苗
の
頃
」や「
さ
く
ら
」
な
ど
。
当
日

会
場
へ
。
問
市
役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
関
宿
城
百
景
写
真
展
　
１
月
　
日
10

上
～
２
月
８
日
醤
９
時
～
　
時
　
分

16

30

関
宿
城
博
物
館
（
☎
７
１
９
６
 
１

４
０
０
、
入
館
は
　
時
ま
で
）
で
。

16

入
館
料
一
般
　
円
、高
校
・
大
学
生
　

200

100

円
、
中
学
生
以
下
　
歳
以
上
無
料

65

◆
桜
将
会
新
春
将
棋
大
会
　
１
月
　12

日
鉦
８
時
　
分
～
　
時
清
水
正
光
館

30

15

で
。初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
　
ク
ラ

12

ス
で
対
局
。参
加
費
千
円
。前
日
ま
で

に
駒
崎
☎
７
１
２
２
 
４
４
７
４
へ

◆
ゆ
う
＆
み
い
　
①
育
児
の
日
…
１

月
　
日
鉦
　
時
～
正
午
。②
ち
び
っ
こ

12

10

ル
ー
ム
…
１
月
　
日
～
３
月
　
日
の

27

10

鍾
　
時
～
　
時
　
分（
初
回
は
　
時
ま

10

11

30

11
－

－

「大人が憧れる
全国美術館ガイド」
主婦の友社

コミュニティバス「まめバス」

全国有数の枝豆産地を走る

協

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失失



で
）。全
４
回
。４
月
か
ら
３
年
保
育
を
受

け
る
予
定
の
幼
児
。先
着
６
人
。③
育

児
相
談
日
…
１
月
　
日
障
　
時
　
分

15

10

30

～
正
午
。０
歳
～
３
歳
の
親
子
。先
着
５

人
。い
ず
れ
も
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド

館
で
。費
用
①
③
は
　
円
、②
は
２
千

50

　
円
。①
は
当
日
会
場
受
付
。②
は
１

500月
７
日
鐘
か
ら
③
は
事
前
に
 

ゆ
う

＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
千
葉
県
生
涯
大
学
校
江
戸
川
台
校

舎
陶
芸
専
攻
科
作
品
展
　
１
月
　
日
15

障
～
　
日
醤
　
時
～
　
時（
初
日
は

18

10

20

　
時
か
ら
最
終
日
は
　
時
ま
で
）柏
市

13

18

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
柏
市
）で
。陶
芸
作

品
約
　
点
。問
同
展
実
行
委
員
会
・
朝

300

比
奈
☎
７
１
６
７
 
５
９
８
２

◆
賀
状
展
　
１
月
　
日
鞘
～
　
日
鞘

16

23

－

－

９
時
～
　
時（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）

17

15

野
田
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
手
作

り
年
賀
は
が
き
を
募
集
。
出
品
希
望

者（
１
人
５
点
以
内
）
は
、
１
月
　
日
14

鐘
必
着
で
、郵
送
か
持
参
で
〒
　
 
０

278

０
３
５
中
野
台
　
 
１
欅
の
ホ
ー
ル

168

２
階
野
田
市
文
化
団
体
協
議
会
事
務

局
へ
。
１
月
　
日
醤
と
　
日
障
　
時

18

22

10

～
　
時
に
は
押
し
花
を
使
っ
た
は
が

15
き
作
り
体
験（
は
が
き
代
　
円
）
も
。

50

問
井
上
☎
７
１
５
２
 
２
９
４
７

◆
イ
ン
ド
ア
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

・
大
会
　
①
教
室
…
１
月
　
日
～
２

17

月
　
日
の
毎
週
上
　
時
～
　
時
　
分

14

18

20

30

総
合
公
園
体
育
館
で
。全
５
回
。保
険

料
な
ど
千
円
。上
履
き
持
参
。②
大
会

…
２
月
８
日
醤
は
２
部（
初
心
者
・
中

－

－

－

級
者
）、２
月
　
日
醤
は
１
部（
上
級

15

者
）、い
ず
れ
も
９
時
か
ら
総
合
公
園

体
育
館
で
。男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
戦
。市

内
在
住
、在
勤
、在
学
の
高
校
生
以
上

の
方
。参
加
費
１
ペ
ア
２
千
円（
高
校

生
千
　
円
）。①
は
１
月
　
日
上
ま
で

500

10

に
②
は
１
月
　
日
醤
ま
で
に
電
話
で

25

岡
野
☎
７
１
２
４
 
３
２
５
９
へ

◆
 雲
雀
 ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー

ひ
ば
り

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
１
月
　
日
鐘

21

　
時
　
分
～
　
時
市
役
所
エ
ン
ト
ラ

12

15

13

ン
ス
ホ
ー
ル
で
。「
子
供
の
世
界
」や「
春

を
唄
う
」な
ど
。問
小
嶋
☎
７
１
２
２

 
５
２
６
３

◆
千
葉
県
民
ハ
イ
キ
ン
グ
　
１
月
　25

日
醤
５
時
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
駐
車
場
集

合
、　
時
　
分
帰
着
予
定
。南
房
総
市

19

30

－

－

 烏
 
か
ら
す

 場
  山
 で
約
５
時
間
の
ハ
イ
キ
ン

ば
 
や
ま

グ
。希
望
者
は
１
月
９
日
鞘
　
時
～

18

　
時
　
分
興
風
会
館
で
の
説
明
会
で

20

30

参
加
費
５
千
円
を
添
え
て
申
込
む
。問

盛
☎
７
１
２
４
 
２
３
０
８

◆
の
だ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流

大
会
　
２
月
　
日
醤
９
時
～
　
時
関

15

16

宿
総
合
公
園
体
育
館
で
。男
女
混
合
・

女
子
・
シ
ニ
ア
の
部
。
先
着
　
チ
ー

55

ム
。
参
加
費
１
チ
ー
ム
３
千
円
。
１

月
　
日
障
ま
で
に
は
が
き
に
住
所
・

15
氏
名
・
☎
・
を
明
記
し
〒
　
 
０
０

278

２
２
山
崎
１
９
８
５
 
　
古
谷
☎
　

15

090

 
１
２
５
０
 
４
６
７
６
へ

相
談
・
そ
の
他

◆
野
田
失
語
症
訓
練
・
相
談
会
　
１

－

－

－

－

－

月
５
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７

１
２
９
 
１
６
５
５

◆
自
衛
官
採
用
試
験
　
種
目
は
自
衛

隊
幹
部
候
補
生
。
平
成
　
年
４
月
１

22

日
現
在
で
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
。

20

26

受
付
期
間
や
試
験
日
な
ど
は
自
衛
隊

柏
募
集
案
内
所
☎
７
１
６
３
 
６
８

８
４
へ

◆
が
ん
患
者
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
　
１
月
　
日
鍾
　
時
～
　
時

27

14

15

　
分
が
ん
患
者
・
家
族
総
合
支
援
セ

30ン
タ
ー（
柏
市
）で
。
が
ん
患
者
が
集

い
語
り
合
う
。事
前
に
 

ジ
ャ
パ
ン
・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
☎
○０３ 
 
５
５
４
５
 
１

８
０
５
へ －

－

－

－

匡

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失失



失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時から22時まで（ただし16時から19時までは除く）
内科＝９時から16時まで（19時から22時までは急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）梅郷痛みと内科のクリニック（☎７１２６－１９００）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）１日（木）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）江医院（☎７１２４－２８３１）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）２日（金）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）尾崎台クリニック（☎７１２７－６６７７）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）３日（土）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）関宿中央医院（☎７１９８－５１０８）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）４日（日）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）青木クリニック（☎７１９８－７８６４）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）１１日（日）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）大槻医院（☎７１２７－３４２４）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）１２日（月）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）はたのこどもクリニック（☎７１２３－７１２１）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）１８日（日）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）野田病院（☎７１２７－３２００）西村クリニック（☎７１２３－００５０）２５日（日）

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１０３５号　平成２１年１月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科（小児科）＝１９時から２２時まで（毎日）

▼歯科診療＝９時から正午まで（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２０.１２.１現在）●人口＝１５６,７１８人（－１４）　男＝７８,７９７人（＋２）　女＝７７,９２１人（－１６）●世帯数＝６０,１８１世帯（＋４７）　●市の面積＝１０３.５４㎢

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ

か
ら
Ｇ
の
順
に
並
べ
た
時
に
で
き

る
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

《
出
題
》秘
書
広
報
課

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

隠
落
語
協
会
会
長
の
鈴
々
舎
－
－

師
匠
。

韻
あ
ぶ
り
焼
き
ま
し
た
。す
き
焼
き

に
ど
う
ぞ
。

吋
♪
朝
風
は
～
こ
こ
ろ
に
香
り
て
～

右
－
－
に
つ
く
。－
－
を
た
ど
る
。

－
－
を
急
ぐ
。

宇
－
－
。コ
サ
イ
ン
。タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
。

羽
6
月
　
日
は
－
－
の
記
念
日
。

１０

雨
脚
本
。

鵜
教
わ
っ
た
学
恩
の
あ
る
先
生
。

窺
印
鑑
。

丑
外
衣
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

陰「
正
月
の
子
ど
も
に
な
り
て
み

た
き
哉
」の
作
者
。

烏
洋
画
な
の
に
日
本
語
を
話
す
の
は
？

羽
シ
ベ
リ
ア
の
－
－
。

迂
常
に
備
え
が
必
要
で
す
。

卯
漢
字
で
書
く
と「
雲
丹
」。

鵜
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。

窺
兵
庫
県
南
西
部
の
旧
国
名
。

碓
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
１
－
－
。

臼
全
音
階
に
お
け
る
広
狭
二
種
の

音
程
の
う
ち
狭
い
方
の
音
程
。

渦
美
濃
で
産
し
た
陶
器
。－
－
焼
。

【
応
募
方
法
】
官
製
は
が
き
に
１

月
　
日
火
必
着
で
、
答
え
、
郵
便

１３
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
、
市
報
で
よ
く
読
む
記
事
や

意
見
な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
　
 
２７８

８
５
５
０
野
田
市
役
所
秘
書
広

報
課「
パ
ズ
ル
」係
へ
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
　
人
１０

に「
図
書
カ
ー
ド
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
正
解
と
当
選
者
は
２
月

１
日
号
で
発
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
選
者
の
方
は
、
氏
名

を
紙
面
に
公
表
い
た
し
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
参
考
資
料
＝
大
辞
林
）

－

　
十
二
支
で
２
番
目
の
丑
は
、

４
つ
の
胃
を
持
っ
た
、
草
食
動

物
で
す
。

　
牛
が
家
畜
と
し
て
飼
わ
れ
た

の
は
、
新
石
器
時
代
あ

た
り
が
起
源
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
、
縄
文
時

代
に
牛
が
飼
わ
れ
て
い

た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
が
、
以
来
、
乳
牛
や

肉
牛
を
は
じ
め
、
農
耕

や
運
搬
の
動
力
と
す
る

役
牛
な
ど
と
し
て
も
、

活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　
牛
と
聞
い
て
イ
メ
ー

ジ
す
る
の
は
、
牧
場
の

風
景
に
よ
く
似
合
う
白
と
黒
の

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
で
す
が
、年
賀
状

な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
、茶
系
の

イラスト＝稲葉多太司さん（清水）

女（人）男（人）計（人）
101明治３４年
６2１９８1大正２年
４６０２５１７１１大正１４年
９１０９００１,８１０昭和１２年
１,６７９１,６１１３,２９０昭和２４年
７６７８７２１,６３９昭和３６年
１,１６３１,３１５２,４７８昭和４８年
８５２１,０１０１,８６２昭和６０年
６８８７６３１,４５１平成９年
６,５８２６,７４１１３,３２３総　計

■市内の丑年生まれ（１２月１日現在）兜
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▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
は
、

新
鮮
で
安
心
・
安
全
な
地
元
農

産
物
を
販
売
す
る「
ゆ
め
あ
ぐ

り
野
田
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
▼
牛
糞
も
み
殻
堆
肥
の
生

産
や
、農
薬
の
代
わ
り
に
黒
酢

を
使
っ
た
米
の
試
験
栽
培
な

ど
、減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に

よ
る
農
産
物
づ
く
り
の
取
組

み
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
▼

近
い
将
来
、安
全
・
安
心
な
ブ

ラ
ン
ド
化
し
た
野
田
産
野
菜

や
お
米
が
ス
ー
パ
ー
の
店
頭

に
並
ぶ
の
が
楽
し
み
で
す
▼

本
年
も
、野
田
産
農
産
物
同

様
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
市
報
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
　
　（
と
）

牛
も
多
く
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
 モ
  ウ
 烈
で
は
な
く
、の

●
 

●

ん
び
り
と
い
き
た
い
も
の
で
す
。


